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記憶喪失になって、忘れたフリをしてもだめですよ
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第一章　王子様は記憶喪失になりたい












（ああ、まただわ……）

　婚約者の視線が自分からすいっと外される。

　彼の眉間に刻まれた皺は深く険しく、その瞳がダイアナをまっすぐに見たことは、ここ四年の間で数える程度しかない。

　婚約者である、グリーンフィールド王国第二王子リアムの表情はいつもそうだ。

　声音も硬く、その言葉も手厳しい。

　どれほど懸命に話題を振っても、よくてせいぜい三往復程度で、すぐに会話が途絶えてしまう。そしてそのたびに彼は眉間に深い皺を寄せ、不機嫌そうに顔を背けてしまうのだ。こうして二人でいる時間が苦痛で仕方ない、とでも言わんばかりに。

　おかげでダイアナは既に彼との間の話題に尽きてしまっている。

「今年は天候に恵まれ、農作物の育ちも大変良く、このままいけば相当量を備蓄に回せそうです。同時にこのような年は夏の嵐による水害に悩まされることが多いことから、我が侯爵領では水害対策のために河川工事に力を注いでおります。近く私も土工の皆様の慰労に足を運ぶ予定で……」

「……そのようなことはローレック侯爵やウィリアムが考えることだろう。女性のあなたが差し出口を挟むのは好ましくないな。ましてや工事現場に出入りして泥まみれになるなど」

　リアムはそこで口を閉ざしたが、その先に続く言葉がどのようなものであるかは容易たやすく想像が付いた。

『第二王子妃として相応しい振る舞いと言えるのか』

　無言の問いに唇を噤つぐむ。

　ダイアナは苦労して働いてくれている者達を慰労する行為が王子妃として相応しくないとは決して思わない。むしろ率先して行うべきことだ。

　だが、いくら話題に困っていたとしても、この場で話すことではなかったかもしれない。ならばと今度は社交界での華やかなおめでたい話を振ることにした。

　もっとも、こちらの話題も既に苦しいものだったのだけれど。

「先日、私の友人のサリア伯爵令嬢と、ノラ伯爵家のご子息とのご婚約がまとまったそうです。お二人とも大変誠実で心優しい素敵な方で、とてもお似合いです。私、とても嬉しくて……」

「つまらない社交界の噂話だな。あなたにとって俺は心優しくも素敵な男でもなく、残念で仕方ないだろう」

「……そのようなことは決して……」

「妙な気を使わなくとも結構だ。だがあなたがどれほど羨もうと俺たちの結婚は決定事項だ、それを忘れるな」

　……とまあ、こんな調子なのである。

　ダイアナは一言もそんなことは言っていないのに。

「……申し訳ございません」

　リアムと最後にまともな会話を交わしたのはいつのことだろう。

　視線さえ滅多に合わないから、ダイアナはもう彼の瞳が綺麗な緑色であることを忘れてしまいそうだ。

　できることなら少しでもリアムとの仲を改善したい。結婚する相手との関係が良ければそれに越したことはないに決まっている。

　でもダイアナがどんな話をしてもリアムは気に入らない様子で、結局最後はいつものようにこちらが詫びて黙るしかなかった。

　もはや、何を話せば良いのかも判らない。

　自然と居心地の悪い時間が早く過ぎることを願うようになってしまった自分に、心が沈む。

（彼に相応しい淑女になろう。彼を支えられる妻になろう。それだけを目標にしていたつもりなのだけれど……私はどこで間違えてしまったのかしら）

　昔は決してこんなギスギスとした関係ではなかった。ダイアナとリアムは、幼い頃から親しく付き合う同年の遊び相手だったのだ。

　由緒あるローレック侯爵令嬢と第二王子。兄のウィリアムと第一王子のハリソンが親友同士という関係もあって、小さな頃は仲の良い……本当に仲の良い幼馴染みだった。

　リアムとダイアナはいつも一緒にいた。もちろん今のように話題に困ることも、会話に挫折することもなく、穏やかで幸せな幼少期を過ごしていた。

「ダイアナは、大きくなったらリアムのお嫁さんになるの」

　自ら公言するほどダイアナはリアムが好きだったし、初恋だった。

　きっとリアムも自分のことを好いてくれていることを疑ったことなどなかった。

　ダイアナの言葉に顔を真っ赤にするリアムに兄のウィリアムが、

「おおっと、いくら王子様でも可愛い妹を簡単にはやれないな。せめてリアムには妹を任せるに相応しいくらい素晴らしい男になってもらわないと」

　とからかうように告げると、リアムもムキになってこう返したくらいだ。

「なるよ、立派な男になる！」

　弟妹の幼い恋を微笑ましく見守っていたのは、兄達だけではない。

　それぞれの親である国王夫妻も侯爵夫妻も可愛らしいカップルに目を細め、その望みを叶えてやろうと十二歳の時に二人は婚約した。

　素直に嬉しかった。

　お互いに婚約誓約書にサインをする時、緊張で文字が歪んでしまって、それを指摘し合っては恥ずかしそうに笑いながら手を取った……そんな幸せな記憶が蘇る。

　初恋は実らないなんて聞くけれど、そんなことはない。

　自分たちはいつまでも仲良く過ごし、家庭を作っていくのだと信じていた……そのはずだったのに。

　でも、互いが十四、五くらいになった頃からだっただろうか。優しく明るかったリアムが、いつからかダイアナに素っ気ない態度を取るようになった。

　顔を合わせても眉間に皺を寄せるようになり、近況を伝えても気のない返事ばかり。

　ダイアナと過ごすよりも同じ年頃の少年達と共にいる方がずっと多くなって、時には約束を破られたり、会いに行くと迷惑そうな素振りで邪険に扱われたりすることもあった。

　そんな日々が続き、次第にリアムとの関係に深く悩むようになっていた時にダイアナは聞いてしまったのだ。

『俺は別に、好き好んでダイアナと婚約したわけじゃない。親たちに決められたから受け入れただけだ』

　と、人と話している彼の言葉を。続けて彼は言った。

『大体結婚だとか婚約だとか、自由に決められる立場じゃない。国のため、必要だと言われれば従うだけだ』

　政略結婚は王族や貴族としては当たり前のことだが、それをリアムに言われるのは辛かった。

　そもそもダイアナはそれまで彼との婚約を政略だと考えたことはなかった。

　だから、余計にリアムのその言葉が深く鋭く心を刺した。

　そうか、自分にとっては恋愛結婚のつもりでも、彼にとっては政略結婚になるのか、と。

　結局その陰口を聞いてしまった日は体調不良を理由にリアムに会わずに帰宅した。

　屋敷へ泣きながら帰ってきたダイアナを見た兄のウィリアムが、その目を丸くしていたことは今もはっきり覚えている。

「どうしたんだ、ダイアナ。リアムと喧嘩でもしたのか？」

「お兄様……私、リアムに嫌われるようなことをしてしまったみたいなのです。……でもいくら考えても何が悪かったのか判らなくて……」

　どうすれば良いのかと、涙ながらに相談すれば、そんなダイアナの肩を抱いてウィリアムは困ったように眉を下げた。

　どうやら兄にはいくらか心当たりがあるらしい。

　それならば理由を教えてほしいと縋すがる眼差しを向ける妹に、ウィリアムは眉を下げ、言葉を選ぶように告げる。

「いいや、お前は何も悪くないよ。リアムがお前を嫌うなんてこともあるはずがない。ただ……そうだな、リアムは今思春期なんだ」

「……思春期？」

「お前にもあるだろう？　身体の成長に合わせて、心も成長しようとする。その時期、男は妙に背伸びしてみたり、過剰に異性との関係を意識してしまったり、心にもない発言をしてしまったり……そんなふうになってしまうことがあるんだよ。心がまだ不安定なんだ」

　確かにお互いに十代半ばになって、幼い頃には大差なかった体格や体つきに大きな変化が現れていた。

　ダイアナは女性らしく柔らかく華奢で優しい輪郭を描くように。リアムはぐんと身長が伸びて、肩幅も手足も大きくしっかりとした男性を感じさせるものに。

「お前には辛いだろうが、もう二、三年もすればきっと落ち着いてくるはずだ。子どもが大人になる通過儀礼だと思って、少し長い目でみてやってくれないか？」

　こんな状況が二、三年も続くのかと思うとそれだけで絶望的な気持ちになったものの、逆に言えばそれだけ頑張ればまた以前と同じ関係に戻れる。

　ダイアナだっていつまでも子どものままではいられないと判っているから、それが大人になるための成長なのだと思えば仕方ないと、必死に自分に言い聞かせた。

　だから、ダイアナなりに努力したのだ。

　淑女としても花嫁としても未来の王子妃としても、恥ずかしくないように。

　周囲が求める以上のことを学び、身につけ、リアムに相応しい妃だと思ってもらえるように。

　全ては彼に相応しい妻になりたいという、ただそれだけの一途な気持ちでのことだ。

　でも……二十歳の結婚式まであと一年と迫っているのに今もまだリアムのダイアナへの言動は変わらない。否、以前より悪化しているように思う。

　毎週のお茶会も会話より沈黙の時間が長く、話題を振るのはいつも自分。

　にっこり笑顔を向けてみても、リアムは不快そうに眉間に深い皺を寄せ、険しい眼差しで手元を睨んでいるか、そっぽを向くばかり。

　彼の薄い唇は硬く引き結ばれ、たまに開いたかと思えばダイアナの心を抉るような辛辣な言葉を口にすることも少なくない。

　きっとリアムはもう自分のことなどどうとも思っていないのだろう。

　そう思うくらい、彼の反応は手厳しい。

　これまでのことを思い出しながら、とにかくこのままぎこちないままで終わりたくないと、苦しい会話の中から新たな友人ができたという話を持ちかけたが、ダイアナの努力を嘲笑うようにリアムは告げた。

「君は相変わらず取り巻きを作るのが上手いな」

「取り巻きだなんて……皆さん大切なお友達です。リアム様にだってお友達は多くいらっしゃるでしょう？」

　幼い頃のように彼の名を親しげに呼び捨てにすることは、もうできなくなっていた。

　そんなダイアナに彼は口の端を吊り上げる、まるで嘲笑するように。

「お友達、か。君の言う友達とは、下心に溢れた下品な男どもも含まれるようだ。ちやほやしてくれるからといって、誰でも簡単に近くに寄せ付けるのは止めてくれ。俺が恥をかく」

　僅かに息を呑んだ。

　リアムの言うような親しい男性など、身内以外には存在しない。

　誤解を招く行為は細心の注意を払って慎んできたつもりだ。

　それなのにこんな言われようは心外である。

　あまりにも酷い言葉に自分の心に亀裂が入る音を、確かに聞いた気がした。

「……リアム様は私が何をしても、お気に召さないのですね」

　硬く強ばったダイアナの声に、さすがにリアムも少しはまずいと感じたのだろうか。

　ハッと、いささか慌てたようにこちらを見る彼に、にっこりと微笑む。全く感情のない瞳で。

「…………ご忠告、心に留めておきますわ。今日はリアム様も他に気になることがおありのご様子。少し早いですが、私はこちらで失礼いたします」

　これ以上お茶会を続ける気持ちにはなれずに席を立った。

　こんな調子で自分たちは本当に来年、無事に婚礼の日を迎えることができるのだろうか。

「ま、待て、ダイアナ！」

　優雅なお辞儀を一つ残し、立ち去るダイアナの背に、珍しくリアムの声が追ってくる。

　もしや少しは詫びてくれるか、あるいは気遣ってくれるのかと小さな期待を抱いて振り返ったが、そんな期待を打ち壊すように続いたリアムの言葉はやはりそっけないものだった。

「……来週の春の大舞踏会は、屋敷まで迎えに行く。余計な誘いなど受けず、大人しく待っていろ」

　婚約者のいる身で、一体他の誰の誘いを受けるというのだろう。

　自分はそれほどに信用がないのかと、先ほどぶつけられた皮肉が頭の中をよぎった。

「ご安心ください。私をエスコートしてくださる方は、リアム様だけです」

　ダイアナは微笑んで見せたけれど、きっとその笑顔は酷く強ばっていただろう。

　彼女の不自然な笑みにリアムの顔に後悔の感情が浮かんだが……残念ながらダイアナはそれを見届ける前に背を向けると立ち去った。

　その日、帰るなり部屋に閉じこもって出てこない妹を心配したウィリアムが様子を見に来た時には、かろうじて浮かべた笑みも儚く消えてしまう。

　ここしばらく、リアムに会いに行って晴れやかな気持ちで帰宅できたことなど数えるほどもない。

「ダイアナ。またリアムか」

「お兄様……ごめんなさい、私、もうどうして良いか……リアム様のお心が判らないのです。何をしても、何を言ってもお気持ちを逆撫でしてしまうようで、このまま彼のおそばに上がっていいものか……どんどん不安になって」

　涙をにじませるダイアナをウィリアムが抱きしめる。

　小さな頃のように軽く兄に背を撫でられて、ますます切なくなった。

「……長い目で見てやれと言ったのは私だが、さすがにリアムが幼稚すぎる。長い間我慢させてすまなかった。もう充分だ、お前が望むなら婚約を破棄してもいい」

「でも……私達の婚約は王家と侯爵家との正式なものです。私の我が儘で家に迷惑をかけるわけには……」

「そんなことをお前が気にする必要はない。あきらかに非があるのはあちらだし、そもそもお前達の婚約は互いに気持ちがあるからこそ組まれた縁談だ。リアムがお前を大切にしないのなら無理に続ける必要はない。父上や母上もお認めになるだろうし、私がどうとでも話をつけてやる」

　ウィリアムはリアムの兄である王太子ハリソンと親友だ。だからこそリアムとも兄弟のような関係で、非公式な場では呼び捨ても許されるほど近しい存在である。

　確かに兄が動けば、そして両親が許せば婚約破棄も可能だろう。

　国王夫妻も息子の婚約者への態度には頭を抱えているという。正式に申し出れば多分きっと、自分たちの結婚は破談にできる。

　けれどいざ婚約破棄と言われると、まだダイアナの心は揺れた。

　いっそ本当に政略結婚であると思うことができれば、ダイアナもそういうものだと割り切ることができただろうに、心があるから苦しいのだ。

「……それは……でも……」

「まだ思い切れないか？　そんなにリアムが好きか？」

　兄の問いにすぐには答えられなかった。もしかしたら、もう少し自分が頑張れば……と僅かな期待を抱いてしまうくらいには、まだダイアナの心は彼の許にあるのだ。

「……もう少し、考えさせてください」

　結局ウィリアムの提案に肯くことができずに春の大舞踏会当日を迎えることになった。

　約束通りダイアナのエスコートのために侯爵邸を訪れたリアムが彼女の顔を見るなり渡してきたのは、小さなベルベットの箱だ。

「……これは？　開けてもよろしいのですか？」

「好きにしろ」

　素っ気ない言い方だが、多分開けた方が良いのだろう。リアムの視線がダイアナの手の上の箱にチラチラと向けられているのが判る。

　蓋を開けてみれば、出てきたのはプラチナでできた繊細な細工の髪飾りだった。

　派手ではないが、ダイアナの金髪に絡むとキラキラと輝くそれは、明らかに彼女のことを考えて作られたものだと判る。

「……ありがとう、ございます……」

　礼が喉の奥で引っかかった。

　リアムがどんな意図でこれを用意したのか判らない。

　もっと自分に似合わない品であれば、彼の気持ちもその程度かと思えたのに、そうではないから混乱する。






（あなたは、私を好きなの？　嫌いなの？　どっち？）

　無意識にじいっと彼の顔を見上げていた。

　こちらを向いたダイアナと真正面から目が合って、一瞬リアムは顎を引く。その目元が僅かに赤く染まって見えたのは気のせいだろうか。

　もっとしっかり確かめたくて彼に近づこうとすれば、まるでそれを避けるようにリアムがダイアナの手の上からその髪飾りを取り上げて彼女の背後に回った。

「せっかくだからつけていけ。今の髪型とも合う」

　ぞんざいな口調なのに彼の手つきは優しい。

　ただ贈り物を貰っただけ。その時の彼の手が優しかっただけ。

　でもそのリアムの行為にダイアナの心は揺れる。

　そんな時に限ってリアムは時折、そう本当にダイアナの心が離れそうになるタイミングを見計らうように、小さな優しさを見せるのだから困る。

「ありがとうございます」

　先ほどよりもはっきりと礼を告げれば、リアムは「ああ」と頷きながらも目を逸らした。

　やっぱりその目元は赤く、視線を外したのも照れ隠しのように見えた……そのことに、ダイアナの心に再び淡い期待が芽吹いた。

　その後もリアムは優雅かつ洗練された振る舞いでダイアナをエスコートしてくれた。彼女の足元が高いヒールであることを意識して、その歩みに配慮した速度でだ。

　紳士としては当然の振る舞いである。だが日頃からリアムの冷たい言動に悩まされているダイアナにとっては、彼のその細やかな気遣いに縋りたくなる。

　もしかしたら結婚すれば変わるかも。

　以前のように仲良く付き合うことができるかも。

　けれどそんな期待もむなしく、再びダイアナの心が沈む出来事があった。

　彼は舞踏会会場へ到着して、今年初めて社交界デビューする初々しいデビュタント達を見つめて言ったのだ。

「あの年頃の令嬢達は本当に可愛らしいな。純粋で、真っ白で、お高くとまっている令嬢よりよほど良い」

　それがダイアナにはまるで「今のお前は可愛らしくない」「そのお高くとまっている令嬢がお前だ」と当てつけられたように感じた。

　名指しされたわけではない。被害妄想だと言われればそれまでだ。

　けれど、今までの積み重ねとリアムのその言葉が、なんとか保っていたダイアナの心に、ぴしりとこれまでにないほど大きな亀裂を走らせるのであった。









　グリーンフィールド王国第二王子、リアムには婚約者がいる。

　幼い頃から共に過ごし、多くの時間を共有してきた、ダイアナ、というその名にふさわしい月の女神のごとく美しいローレック侯爵令嬢である。

　輝かしい金髪と宝石のような碧眼が目を惹く凜とした美貌の持ち主で、一見すると誰もがその美しさに一瞬気圧される。

　彼女が浮かべる笑顔は穏やかで優しく、人望も厚い貴族令嬢の鑑とされる令嬢であり、リアムにとっては婚約者である以上に幼い頃から想いを寄せる最愛の女性であった。

　彼の婚約者への愛情は深い。

　何しろ彼女の細密画が収められたペンダントを服の下に隠すように、肌身離さず身に着けているぐらいだ。その細密画に毎朝毎晩口付けを落とし、愛おしげに彼女の名を呼ぶのがリアムの日課である。

「……ああ、ダイアナ……」

　どこか恍惚とした表情で何度もペンダントに唇を寄せる王子の様子を、近侍きんじが気の毒そうな眼差しで見守るのもいつものこと。

　十二で婚約してから今まで、彼女との婚礼の日を指折り数えて待っていた。

　その日々のなんと長かったことか！

（だがもうあと一年だ。あと一年我慢すれば、ダイアナは晴れて俺の妃になる。結婚したら今までできなかったアレやコレやソレを含む、色々なことが彼女と一緒にできる！　忍耐の日々ももうじき終わりだ。……だけどまだあと一年か……まだまだ長いな……）

　そんなリアムの許へ彼の兄である王太子、ハリソンがやってきたのは、婚礼までのカウントダウンの日数がようやく現実味を帯びてきた頃だった。

「おいリアム。お前、またそのペンダントにキスしているのか。率直に言って、ものすごく気持ち悪いぞ」

　ダイアナの細密画入りペンダントの存在を知るのは、リアムの身の回りの世話をするごく僅かな近侍や侍女と、兄くらいだ。

　リアムの執務室にノックもせずに侵入してきた兄は、キスをした挙げ句に頬ずりしている弟の姿に露骨に眉を顰ひそめて一歩後退る。

「いきなり入ってきて、失礼なことを言うのはやめてください」

　見られたくない姿を見られてびくっと肩を竦ませたリアムは、恨みがましい目でハリソンを睨むと、いそいそとペンダントを服の下に戻した。

「突然何事ですか。いくら兄上でも先触れなく来られては困ります」

「そりゃ、あんなだらしない顔をしているのを見られたら困るだろうな」

　指摘しないでほしいことを指摘されて、ムッとリアムが不満そうに眉を顰める。

　だがそれは本気で不満に思っているというよりは大半が照れ隠しだ。

「気持ち悪いが、そういうところを少しはダイアナに見せてやれば良いものを」

「……彼女にそんなみっともない姿は見せられません」

　一応は先ほどの自分の様子がみっともないということは自覚している。

　努めて平静を装うリアムへとまだ残念そうな視線を向けながら、ハリソンは一つ頭を振って溜息を吐いた。

「まあいい。それよりもお前、今度は何をしたんだ。ウィリアムが激怒しているぞ」

「ウィリアムが？　なぜ？」

「ウィリアムが激怒する理由など限られているだろう。ダイアナだよ、ダイアナ。お前、また彼女にどんな言動をしたんだ」

　内心ギクリとした。

　見るからに後ろ暗い心当たりしかなさそうな弟の反応に、ハリソンの溜息はますます深くなる。

「本当にいい加減にしろ。いつまで思春期をこじらせているつもりだ。いくら陰ではダイアナに想いを寄せていても、日頃のお前の言動では全く伝わらないぞ。少しは今みたいに気持ちが悪いくらいの愛情を示して見せろ」

「そんなことをして本当に気持ち悪いと嫌われたらどうしてくれるんですか。俺は彼女にはできる王子として見てほしいんです」

「馬鹿者。今のお前はできる王子ではなく婚約者を粗末に扱う傲慢な王子、だ」

　うっ、とリアムが口ごもる。

　想いとは裏腹に、自分のダイアナへの言動がお世辞にも好ましくないということはリアムも自覚している。

　はじめは、文字通り思春期だった。

　それまで素直に口にできていた好意を口にすることがどうしようもなく恥ずかしくなった。

　そして学友達にダイアナとの仲をからかわれるたびに気恥ずかしくて、それでいて彼らの視線が彼女に向けられることが不快で堪らなくなった。

　それと同時に日々美しく成長する彼女へと向けられる他者の視線も神経質なほど気になってしまって、どんな相手にもそつなく笑顔で返す彼女の様子にもどかしい想いが募っていった。

　自分ばかりが彼女のことを好きな気がしてしまったのだ。

　そう、ダイアナは自分がリアムに嫌われているのではと不安に思っているが、実はその真逆である。

　気になる異性を意識してつい相手を傷つける発言をしがちな幼い子どものように、思春期をこじらせたまま迷走し素直になるタイミングを失ってしまった。

　それがリアムの言動の実に残念な理由であった。

「それは……でも、今更です。今に始まったことではないし、ダイアナも判ってくれているはずで……」

「だから酷い言動で彼女を傷つけても大丈夫だって？　そんなはずはないだろう。ウィリアムはお前がいつまでも己の言動を改めずに彼女を傷つけ続けるなら、婚約の破棄も辞さないとまで言っているんだぞ」

　それまで婚約者の話をされてばつの悪そうな顔をしていたリアムの表情が、途端に強ばった。

　さっと青ざめた弟王子の様子に、ハリソンはようやくことの重大さを自覚したのかと呆れ顔で、再び幾度目かも判らない溜息を吐きながら続ける。

「先日の王宮主催の舞踏会でダイアナをエスコートした時、お前は何を言ったんだ？　その夜会以来、ダイアナが大層落ち込んでいるらしい」

「特にこれと言って何も……」

　問われてもすぐに頭に浮かぶ心当たりはなかった。だが懸命に思い出そうと記憶を探る。

　先日の王宮主催の舞踏会は今年のシーズンの開始を告げる大規模な春の舞踏会で、慣例に従いリアムはダイアナを屋敷まで迎えに行き、この日のために用意していた髪飾りを贈ってエスコートした。

　そこまでは彼女の反応も悪くなかったと思う。

　淡いパステルピンクのドレスに身を包んだ彼女は大層美しく、まるで女神のようだった。

　その美しさと、彼女自身が浮かべるはにかんだ微笑が眩しくて、まともに目を合わせることができず、ドキドキと高鳴る鼓動を抑えるのに必死になっていた……まあ、いつものことだが。

　彼女のためにと作らせていた髪飾りも金色の髪によく似合っていた。ダイアナが動く度に光を弾いてキラキラと輝く様は、月の女神が夜空の下で星々の輝きに彩られるようなこの世のものとは思えないほどの美しさだった。

　できることならいつまでも見つめていたい……いや、今考えるべきはそのことではない。

（思い出せ。あの時俺はなんと言った？　ダイアナはどんな言葉で表情を曇らせたんだ）

　しばらく考えて、もしや、と口を開く。

「……初々しいデビュタント達が可愛いと、お高くとまった令嬢よりいいと……そう言いました」

「…………救いようがないな」

　ハリソンが天を仰ぐように片手で己の額を押さえる。

「いや、でも別に俺はダイアナのことを言ったわけではないですよ!?　ただ世間一般的な話をしただけで」

「誰かを褒める際に、他者を貶す必要などないだろう。第一その言い訳が通用するのは良好な関係を築けている場合だけだ。お前は自信を持ってそれができていると言えるか？」

　そう問われるとリアムには何も答えられない。

「でも、それで婚約破棄なんて」

「あり得ないと言い切れるのか？　今まで散々ダイアナを傷つけておいて？　こういうことは積み重なっていくものだ。彼女から日を追うごとに笑顔が消えていることに気付いていないのだとしたら、お前は大馬鹿者だとしか言いようがない」

「……」

「道理でウィリアムが婚約破棄だなどと言い出すはずだ」

　本来王家との婚約を貴族の方から破棄するなど考えられない。

　政略的な婚姻ならなおさらだ。だがリアムとダイアナの場合は違う。

「娘を不幸にするくらいなら、侯爵はお前との婚約は遠慮なく破棄するだろう。父上も母上もダイアナを娘のように思っている。お前との結婚が彼女の幸せに繋がらないのなら仕方がないと許可する可能性が高い」

「そんなのは駄目だ!!」

　思わず大きな声が出た。掴みかかるような勢いで身を乗り出す弟に、ハリソンはもはや数えることも忘れた呆れ顔で告げる。

「だったらなんとかしろ。既に成人した男がいつまで思春期を言い訳にそんな態度をとるつもりだ」

「それは……」

「ダイアナがいつまでもお前を許してくれると思うなよ。お前達の結婚は来年だが、言い換えればまだ一年余裕がある。ダイアナほどの令嬢ならお前と婚約破棄してもすぐに新たな縁談に恵まれるだろう」

　反論できなかった。自分があと一年で結婚だと浮かれている間に、何の改善もできなければ逆にその結婚は永遠に遠ざかる可能性もあるのだ。

　ハリソンの言うとおりダイアナほどの令嬢なら嫁ぎ先には困らないだろう。何しろ社交界の皆が、リアムのダイアナへの仕打ちを知っている。

　おかげで二人を不仲だと信じている者も少なくない。

　本来なら令嬢には傷にしかならない婚約破棄も、彼女の場合は同情的な視線の方が多いに違いない。

　兄が部屋から立ち去る後ろ姿を半ば放心の体で見送ったリアムは、次の瞬間頭を抱えて蹲うずくまった。

「まずい。まずいまずいまずいまずい！」

　自分でもこのままでは駄目だということは判っていたのだ。

　彼女に対して酷い言動をしているという自覚もあった。何度も改めようとしたし、謝ろうともした。

　けれど改善できなかったのは、結局ダイアナの優しさに甘えていたからだ。

　彼女なら自分のことを理解してくれる。

　多少のことは許してくれるだろう、と。

　見かねた両親や兄にもっと優しくしてやれ、気遣ってやれ、失ってから後悔しても遅いぞ、と何度も注意されていたのに。

　それなのに、身勝手な言い訳をして先延ばしにしていたのは自分である。愚かなことに彼女の方から婚約破棄される可能性など、今の今まで考えていなかった。

　だが充分ありえる話だ。

　自分が彼女の立場なら、大事なことを言わず、優しくもなく、素っ気ない態度や皮肉な発言を繰り返す婚約者など愛想が尽きるに決まっている。

「本当にまずい！　どうにかしないと！」

　真っ白になった頭を掻きむしりながら咄嗟に浮かんだことは謝罪だ。

　今すぐダイアナの許へ出向いて、これまでの言動を詫び、二度と悲しませるようなことはしないと約束して彼女の許しを得るのだ。

「とにかく、ダイアナと話さなければ……！」

　謝罪しようと覚悟を決めた心が揺らがぬうちにと、リアムは部屋を飛び出そうとした。

　それを止めたのは、ずっと部屋の片隅に控えていた近侍だ。もちろん彼はこれまでの事情を全て理解している。

「お待ちください、リアム様。まずは先触れのお手紙をお出しになりませんと」

「そんなまどろっこしいことをしている暇があるか！　俺は今すぐダイアナに会わなくては！」

「だからこそです。僭越せんえつながら先ほどの王太子殿下のお話しぶりから推測するに、先方の殿下への心証は随分厳しくなっていると考えられます。そのような時に礼儀を守らずに押しかけては、自分たちには礼儀を払う価値さえないのかとますますお相手の怒りを煽りかねません」

「……」

　さっとリアムの顔が青ざめた。近侍の発言はいささか踏み込みすぎではあるが、今のリアムには必要な忠告だった。

　相手が正しいことを言っていると思えば、素直に聞き入れるのはリアムの長所だ。

　なのにその長所がダイアナを相手にした時にだけ、上手く発揮できない。

「そ、そうだな……お前の言うとおりだ……すぐに手紙を書く。届けさせてくれ」

「はい。畏まりました」

　早速ダイアナに手紙を書いた。可能な限り早くに会いたい、大切な話があるのだ、と。

　この時まだリアムは甘い考えを持っていたらしい。

　自分がこんな連絡をすれば、ダイアナはすぐに応じてくれるはずだと信じて疑っていなかったから。

　だが、届いた返信はリアムの甘い考えを打ち砕いた。

『大変恐縮ですが今は体調が優れず、休養中でございます。申し訳ございませんが、見苦しい姿をお見せするのも憚はばかりますので、お付き合いはしばらく控えさせてください』

　丁寧だが短い、体調不良を理由にした遠回しな断り文句だと感じた。

　リアムの手から手紙が滑り落ちる。

　しばらくとはいつまでだ。付き合いとはどの程度のことまで？

　それともまさかダイアナは本当に自分との婚約を破棄するつもりなのか？

「……もし彼女が許してくれなかったら、どうすれば良いんだ……」

　彼女にひどい態度を取るようになってもう四年ほどになる。

　つまり同じだけの年月、彼女を悲しませてきたということだ。

　決して短い期間ではない。

（どうしよう。どうしたら良い？　自業自得とはいえ、ダイアナを失うなんて考えられない。だがダイアナがもし本当に俺に愛想を尽かしてしまっていたら……）

　考えるとぞっとした。

　他のことならば耐えられる自信はあるのに、ダイアナを失うかもと思っただけで足が竦む。人を傷つけておいて、そんなことさえ気が回らなかった自分の愚かしさが呪わしい。

　それくらいなら最初からあんな真似をしなければ良かった……いや、せめて思春期の少年特有の反応だと言われる範囲で留めておけば良かったのだ。

　何か方法はないだろうか。

　これまでの失態が綺麗さっぱり消え失せて、いっそ最初からやり直しができるような裏技が。

　もし、それができるなら二度と幼稚な真似などしない。

　素直に彼女に愛を囁いて、愛し返してもらえるように精一杯の努力をするのに。

　それから数日が過ぎて、その間リアムは三度ほどダイアナに宛てて面会を望む手紙を書いたが、返答はいずれも否。

　どの断り文句も「体調不良」とあるだけで、詳しい理由は書いていない。

　本当に彼女の体調が優れないのなら心配だ。何か悪い病を得てしまった可能性だってある。

　けれど見舞いに行きたい旨を書き送っても「殿下にうつしてしまうかもしれませんので、お気持ちだけいただきます」とやんわりと断られる。

　会えなくなってからあっという間に一ヶ月が過ぎた。

　とうとう我慢できなくなったリアムがダイアナ自身ではなくその兄に面会をごり押ししたのはその頃だ。このままでは自分の意思にかかわらず、婚約を破棄されてしまいかねないという強迫観念もあった。

　どうか頼むと赤裸々な謝罪と後悔の言葉を並べてやっとリアムの許へ足を運んでくれたウィリアムは、始終不機嫌そうな顔をしていた。

「ウィリアム。率直に訊く。ダイアナは本当に具合が悪いのか？」

「本当にとは？」

「何度手紙を書いても会ってくれない。週に一度の茶会もなくなった。それほどに具合が悪いのか？」

　どこか焦りを帯びたリアムの様子に、ウィリアムは遠慮のない溜息を吐く。

　直後じろりと睨まれて、リアムは思わず顎を引いた。

「ダイアナが仮病を使って、あなたを避けているとでも？　そのお心当たりがあるのでしょうか」

「……そ、それは……でも、そう考えても仕方ないだろう。見舞いだって許してくれないのでは……」

「これまであなたは散々妹を邪険に扱ってきた。妹が面会を断るというのなら、それがダイアナの意思でしょう」

「……っ」

「失うかもと思った途端にみっともなく追いすがろうとするなど、情けないにもほどがあります。ダイアナのことを思うなら大人しく身を引かれては？」

「ウィリアム！」

　さすがにいきすぎた言葉を咎とがめるように声を上げたが、直後すぐに自分にそんな資格はないことに気付き口を噤む。

「…………すまない」

　そして謝罪の言葉と共に項垂れるように肩を落とした。

　じっと足元を見つめるリアムの姿が、まるで雨に濡れながら蹲って震える捨て犬にでも見えたのだろうか。

　はあ、と溜息を一つ、ウィリアムは仕方なしに口を開いた。

「妹が体調不良なのは事実です。この一ヶ月殆ど出かけていませんし、社交界にも出席していません。せいぜい親しい友人と小規模のお茶会を開いた程度です」

　ということはその親しい友人の中にすら自分は入っていないらしい。

　婚約者だというのに……もっともその婚約者らしいことをしていなかったのは自分だから責められない。

「私も父も、殿下とのことは妹の意思に任せるつもりでいます。その結果あの子が婚約の継続は不可能だと判断したとしても、その考えを尊重するつもりです」

「ウィリアム……」

　随分と情けない声になる。どうにか取り持ってほしかったが、ウィリアムの顔を見れば彼にその意思はないと問うまでもなく判ってしまって、唇を噛んだ。

　それどころかウィリアムはリアムに太い釘すら刺してくる。

「これまで妹は全てにおいてあなたを優先してきた。しかしその行いは随分前から妹の一方通行であったように思います。一体殿下は妹の何が気に入らず、あのような言動を繰り返されたのでしょう」

「そ、それは……俺が幼稚なせいで、本当に申し訳ないことをしたと思う。……反省している、だからダイアナに謝罪を……」

「謝罪の機会はこれまでに何度もあったはずです。けれどあなたはそうしなかった。妹との関係よりご自身の感情を優先したと判断しても仕方ないでしょう？　人と人との関係は双方のやりとりがあってこそ保たれるものです。片方からのみではいつか壊れる。この先どうするかを決めるのは全て妹の気持ち次第です、私はお力になれません」

　ウィリアムの言葉の一つ一つが痛すぎるほど痛い。

　結局ウィリアムの協力を得ることもできず、ダイアナと会えない期間だけがその日々を重ねていく。

　その間リアムの頭にあるのはどうすればダイアナとやり直せるか……ただそればかりだ。

「お聞きになりましたか、リアム様。あのブラッドリー伯爵のお話です」

　苦悩の日々を過ごすリアムの耳にとある貴族の噂話が聞こえてきたのは、月に一度、同年代の貴族子息達と共に行われる談話会でのことだった。

　それは年若い王子にとって次世代を担う青年達との親睦を深める大事な社交の一つだ。

　正直今のリアムはそんな気分になれなかったが、ただでさえ最近ダイアナと行動を共にすることがなくなって人々が訝しみ始めている。

　余計な噂を広げないためにも、これまで同様に振る舞う必要があった。

　そんなリアムに青年貴族の一人が話しかけた。

「ブラッドリー伯爵？　彼に何かあったのか？」

　ブラッドリー伯爵といえば、良い話は聞かない。

　浮気者で金遣いが荒く、金に困って娶った財産家の妻に助けてもらったというのに、妻を格下の身分だからと公然と馬鹿にするような男だったはずだ。

　その行いにリアムは嫌悪を抱いていたが、今は妙に気持ちが沈み、胃がしくしくと痛む。

　自分もそのブラッドリー伯爵と大差ない行いをしていたのではないか、と思うからだ。

　リアムの胃のあたりに手を添える仕草に気付いた風もなく、青年貴族は笑うように告げた。

「そのブラッドリー伯爵が事故に遭ったのです。何でも他人の妻に手を出したところを、その夫に見つかってもみ合いになり、逃げ出す途中で階段を踏み外したのだとか」

「それは……伯爵は無事だったのか？」

　少なくともブラッドリー伯爵が死亡したという報せは受けていない。

　案の定青年貴族は肯いた。

「はい、怪我自体はたいしたことはなかったようです。ただ、階段から転落した際に頭を打ち、記憶喪失になったらしくて」

　記憶喪失。

　その一言がやけに頭に残る。

「そのせいで過去のことを全て忘れてしまったそうです。そんな伯爵を奥方が献身的に看病したそうなのですが、以来それまで散々見下していた奥方を文字通り人が変わったように大切にするようになり、今や誰もが呆れる愛妻家になったそうです」

「……それはまた、随分と伯爵に都合の良い話だな」

　曰く、妻を寝取られた夫の方も、ブラッドリー伯爵に罪を問いたいのにもみ合って怪我をさせたことで逆に加害者になってしまった上、当人が何一つ覚えていないという状況では責任を問うこともできず半ば泣き寝入り状態なのだとか。

　寝取られ男と不名誉なあだ名をつけられたその夫には何とも不運な話だ。

　しかし、ブラッドリー伯爵にとっては幸運な話でもある。

「奥方は伯爵を許したのか？」

「どうでしょう。ですが、奥方は以前より大切にされています。このままの方が、幸せかもしれませんね」

　この時リアムはブラッドリー伯爵の話に可能性を感じた。

　冷静に考えれば、やはりそんな都合の良い話があるものかと思うのだが、あいにくとここしばらくリアムの頭はあまり冷静とは言い切れない。

　常に、どうすればダイアナに捨てられずに済むか、過去をやり直せるかとそればかり考えていた彼にとっては、小さな希望を抱く話題である。

　自分もいっそ、記憶喪失になりたい。

　そうすれば過去のことはなかったことにして、改めて仕切り直せるのに、と思うくらいには追い詰められていたらしい。

　とはいえ、記憶喪失の機会など、そうそうあるわけもない。

　自分に都合の良い非現実的な可能性を考えるより、今はとにかくダイアナと会う機会を探らなくては……と思っていたリアムだったが、それから数日後、剣と乗馬の訓練に励んでいたその時に事故は起こった。

　普段ならば事故になる前に対処できていたはずなのに、気がそぞろになっていたリアムは、上の空になった乗り手を責めるように不機嫌になった馬に、その背から手荒に振り落とされてしまったのである。









　ダイアナがリアムと距離を置くようになって、一月半近くが過ぎた。

　さすがにそれだけの時間が経てばダイアナの心も多少は落ち着きを取り戻すことができていたし、侯爵令嬢としていつまでも社交界をおろそかにするわけにもいかない。そろそろ役目を果たさなくてはと考えてはいた。

　だが、本音を言えば気が重い。

　リアムに冷たい言葉や視線を向けられるのも、周囲の哀れみの視線も、陰口も、どれもダイアナの心を重く沈ませる。

　その中でやはり一番気がかりなのはリアムのことだ。

　だがそのリアムの様子が少しおかしい。

「リアム様から何度も面会を求められているけれど……一体どうなさったのかしら。今までに比べて随分熱心だわ」

　これまで彼からの手紙は、自分の手紙に対して最低限の返信がある程度だったのに、この一ヶ月半近くリアムの方から三日とおかず手紙が届く。

　内容はいずれも同じ。

　ダイアナの体調を気遣いながら、大事な話があるから会って話がしたいという要望が記されている。

　その要望に応じるべきだと頭では判っていても、これまで断り続けてきたのはリアムと距離を取りたいという気持ちの他に、不安を抱いていたから。

「……とうとう婚約破棄を言い渡されるのかもしれない」

　彼の言う、大事な話とはそれではないかと思ってしまったのだ。

　挙式まで一年を切っている。もしリアムが婚約の破棄を望んでいるのであれば、もうそろそろ動かなくては間に合わなくなる。

　頭のどこかでは破棄するならば早いほうが良いと判っていた。でもいざその時のことを考えると、どうしても冷静ではいられなくなる。

「駄目ね、私。何が貴族令嬢の鑑、よ。きちんと話をすることもできない臆病者だわ」

　そのたびに実感する。

　どんなに傷ついても、彼の言動の一つ一つに振り回されてしまっても、ダイアナの頭には過去に親しくしていた頃のリアムの姿が蘇って、恋心を忘れられない。

　そして時折、ほんのわずか見せてくれる彼の優しさに縋ってしまう。

　困ったものだわ、と一人苦笑を漏らした時だった。

　兄のウィリアムがダイアナの許へ駆け込んできたのは。

「ダイアナ！　大変だ、すぐに出かける支度をしろ！　王宮へ行くぞ！」

「えっ？　どうなさったのです、お兄様。何を突然……」

「リアムが訓練中に落馬したそうだ。その際頭を打ったらしく、意識が戻っていない」

「えっ……」

　その瞬間ダイアナは、自分の頭から血の気が引く音を聞いた気がした。

「リアム様は……リアム様はご無事なのですか!?　意識が戻っていないって……!!」

「詳しいことはまだ判らない、とにかくすぐに……あっ、こらダイアナ！」

　兄が呼び止める声を背に聞きながら、ダイアナは既に駆け出していた。

　普段どのようなことがあってもドレスの裾をからげて走ることなどしない。

　楚々と上品に微笑みながら、気高く振る舞う、それが王子の婚約者としてダイアナに求められていたことだし、彼女もその期待に充分応えてきた。

　王宮へ行くためにはそれ相応のドレスに着替えなくてはならないし、髪も化粧も整えなくてはならない。

　しかし今はとてもではないがそんな上品に振る舞うことなどできない。

　ダイアナは慌てて屋敷の外へ飛び出すと、既に用意されていた馬車へ乗り込みながら御者に命じた。

「王宮へ！　急いで、お願い！」

「は、はい！」

　今までになく切羽詰まった様子のダイアナに気圧されて御者が肯く。

　馬車の扉を閉めようとしたところで、やっと追いついたウィリアムが中へと乗り込んできた。

　兄と二人、馬車で王宮へ急ぎながら、文字通り生きた心地がしなかった。

（リアム様が落馬？　頭を打って意識不明だなんて、そんなこと……どうしたらいいの）

　もしも最悪の場合は、と考えて心臓が止まりそうになる。

　両手を祈る形に握りしめ、バクバクと激しく脈打つ鼓動や、キリキリと軋む胃の痛みを堪えながら、永遠に続くのではないかと思えるほど遅い時間の流れに歯がみした。

　やっと城へ到着し、兄の手を借りることもなく自ら馬車を飛び降りてリアムの許へ駆け込むダイアナの姿はひどい有様だっただろう。

　部屋着のドレスに乱れた髪。

　青ざめた顔に化粧はなく、急いで駆けつけたせいか額からは汗が滲み、呼吸も荒い。およそ社交界の華と歌われる侯爵令嬢の姿はそこにはなかった。

　けれどそんなことは今のダイアナにはどうでも良い。

　ドレスが重い。いっそ全て脱ぎ捨ててしまいたいくらいだ。

「リアム様！　リアム様……!!」

　先導する侍従を急き立てるようにリアムの許へ辿り着けば、そこには王太子のハリソンをはじめ、王と王妃の姿もあった。

　部屋に飛び込んだダイアナの姿に皆驚いた顔をしていたが、この時彼女の瞳に映っていたのは寝台の上で上体を支えられるように起こしているリアムの姿だ。
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「……リア、ム、様……」

　荒い呼吸を幾度か繰り返し、途切れ途切れにその名を呼んだ時、足元から力が抜けたように座り込んでしまった。

　怪我の具合はまだ判らないけれど、彼が目を覚まして身体を起こしているという事実だけでホッとしてしまう。

　良かった、本当に良かった。

　思わず涙ぐむ瞳を彼に向けた時だった。

　リアムと目が合う。彼は僅かに躊躇う素振りで視線を彷徨わせたが、その後改めてこちらへ目を向け、そして問いかけてきた。

「……その、あなたは誰だろうか」

「えっ……」

　一瞬誰に尋ねているのかと周囲を見回したが、彼が目を向けているのはダイアナ自身だ。皮肉にもここしばらくまっとうに目が合ったことのない彼の目が、今自分をまっすぐに見つめている。

（今、リアム様はなんと仰ったの？　あなたは誰だ、と……私に尋ねたの？）

　答えられずに唇を震わせるダイアナの後ろから駆けつけたウィリアムが、ハリソンに尋ねている声が、どこか遠くから響くように聞こえてくる。

「今、どのような状況なのでしょうか？」

「それが……大変言いにくいのだが、覚えていない、と言うのだ」

「覚えていない？　何をです」

「……全てを、だ。私や父上、母上のことも判らないという。……どうやら落馬して頭を打った衝撃で記憶が混濁しているらしい」

　それはいわゆる、記憶喪失、というものだろうか。

　兄に支えられながらふらふらと立ち上がったダイアナは、ゆっくりと寝台の上のリアムの傍らへ歩み寄る。彼女の行動を止める者はいなかった。

「……覚えていらっしゃらないのですか？」

　おそるおそる尋ねれば、リアムは僅かの間沈黙した。

　どこかばつが悪そうに視線を彷徨わせ、それからダイアナを盗み見るように見上げて答える。

「…………すまない」

　それは肯定の言葉に聞こえた。

　だが、ダイアナはすぐに気付いた。

　この時のダイアナの直感は殆ど勘と言って良いだろう。

（嘘だわ。リアム様は記憶を失ったと、嘘をついておられる。……でもなぜ？）

　リアムの今の様子は記憶をなくしている人には見えない。

　もし本当に全てを忘れてしまっていたら、きっともっと焦るだろうし、困惑する。

　自分が何者か判らず、不安を抱くだろう。

　でも今のリアムには気まずさは感じても、焦りは窺えない。

　真偽を確かめるようにじっと見つめれば、リアムは一瞬顎を引き、そしてどこか躊躇うように目を伏せる。

　そんな彼にダイアナはもう一度、静かな声音で問いかけた。

「……リアム様、本当に覚えていらっしゃらないのですか？　私のことも？」

「……ああ、本当にすまない。……その、差し支えなければあなたが誰か教えてくれないだろうか」

　その口調もどこかぎこちなくて、ダイアナはますます確信を深める。

　けれどダイアナはリアムが嘘を吐いていることはなんとなく判っても、その理由までは判らない。

　どうして、そんな嘘を吐くのだろう。もしかして自分との結婚が嫌で、でも円満に破棄にする理由が見当たらなくて、いっそ忘れたフリをしてなかったことにしようとしているのだろうか、なんてことまで考えてしまう。

　でもそれをこの場で尋ねるわけにもいかず、ぐっと抑えて答えた。

「私は、ダイアナ・ローレックと申します、リアム様。あなた様の幼馴染みであり、婚約者です。本当に覚えていらっしゃいませんか？」

「……すまない」

　ほら、また嘘を吐いた。

　記憶を失って混乱しているところに、私はあなたの婚約者です、なんて言う人間が現れたらやっぱり驚くのではないだろうか。

　でもリアムには驚きはない、まるでそうであることを最初から知っていたかのように。

　あるのはただ、その瞳に滲む罪悪感だ。

　覚えていなくて申し訳ない、というように取れるけれど、逆の見方をすればこんな嘘をついて申し訳ない、というようにも取れる。

（何をお考えなのかしら……こんなお芝居をするのだから、何かリアム様なりの理由があるはずよね？　しばらく様子を見るしかないかしら？）

　それにしても、と思う。

　リアムが落馬で意識不明だと聞かされて、こちらは心臓が止まるほど心配したのに、駆けつけてみれば記憶喪失のフリだなんて、随分なご挨拶ではないか。

　きっとダイアナは、ひどいとリアムを責めても良いはずだ。

　しかしぐっと堪えた。怒りよりも今はリアムが秘めている理由の方が気になったし、記憶を失っていなくても、頭を打ったことに変わりはない。他の傷の具合も気がかりだ。

　気がつくとダイアナはこう申し出ていた。

「どうかしばらくの間、私にリアム様のお世話をさせていただけませんか？」

「何を言っているんだ、ダイアナ。いくら婚約をしているとはいえ未婚の侯爵令嬢のすることではないだろう」

　当然兄は難色を示したが、ダイアナは引き下がらない。

「婚約者だからこそ、です。今のリアム様を放っておくことなどできません。それにおそばにいれば何か思い出してくださるかもしれませんし……どうかお許しいただけませんか？」

　最後の言葉はリアム本人に向けた。

　心配だという言葉は本当だ。

　何しろ頭の怪我は後からどんな症状が出るか判らない。

　自分のいないところでもしものことがあったらと思うと、気が気ではない。

　だが自分が傍に張り付くなど彼にとっては迷惑だろう。

　怒られるかしらと覚悟したが、しかし直後リアムが見せた反応はダイアナが想像していたどれとも違った。

「も、もちろんだとも。……君が、その……傍にいてくれるなら心強い」

　彼は少し笑った。嬉しそうに、はにかむように。

　あらっ、とダイアナが違和感を覚えたのはこの時だ。

　てっきり拒絶されて追い返されるかと思ったのに、こうもあっさり、それも嬉しそうに受け入れられるなんて、自分は彼に嫌われてしまったのだと思っていたけれど違ったのだろうか？

「あなたからそんなことを言ってくれるなんて……リアムは果報者ね」

「うむ。その心遣いに感謝する」

　続いて王妃や王にまで了解するように肯かれては、兄もそれ以上は止められない。

　それと知られぬようにひっそりと溜息を吐く兄と、もの言いたげな王太子の視線を受けながら、ダイアナはその日からリアムの傍で彼の様子を窺う日々が始まったのである。

















第二章　侯爵令嬢は推測する












　グリーンフィールド王国第二王子、リアムは半ば浮かれていた。

　何しろ自分が思っていたよりも望ましい展開になった上に、ダイアナが心配してしばらくの間そばで世話をしてくれるというのだ。

　こじれていた婚約者との関係を改善させるために、これほど都合の良いことはない。

　この機会を逃さぬよう、彼女が婚約破棄などと言い出さぬよう、リアムはこれまでの自分を改めて、心を入れ替えていかねば。

「よろしいですか、ダイアナ様。包帯はこのように巻きます。きつく締めすぎては血流が止まりますし、かといって緩すぎては意味がありません」

「これくらいですか？　いかがですか？　痛くはありませんか？」

　侍医から教わりながら、リアムの手首に手を添えて包帯を巻き直すダイアナに、ぎこちなく肯いた。

「あ、ああ。大丈夫だ、ちょうど良い」

　先ほどからリアムの心臓は跳ねっぱなしだ。ここ数年、エスコートという大義名分なくしては彼女に指一本触れられずにいたのだ。

　年頃の青年としてはもちろん愛しい想い人にもっと触れたかったし、触れてほしかった。そんな願望が思わぬ形で叶ったのである、舞い上がらないはずはない。

　ただ、一生懸命侍医に教わりながら手を動かす彼女を見つめていると、やはり小さくない罪悪感もこみ上げてくる。

　こんなに心配してくれている彼女に、自分は嘘を吐いている。

　リアムの事故の知らせを受けたダイアナは、明らかに取るものもとらず、慌てて駆けつけてきたという風情だった。

　青ざめて強ばった顔も、乱れた髪も、意識を取り戻したリアムの姿に足元から崩れ落ちた姿も……彼女が心から自分を心配してくれたのが判る。

　正直嫌われてしまったかもと思っていたから、想像以上に取り乱してくれた彼女の様子に安堵したが、そんな彼女にリアムはさらに記憶喪失だなんて嘘を吐いて過去のことをなかったことにし、自分の都合良くやり直そうとしているのだ。

　客観的にみて、そりゃないだろう、と自分でも思う。

　だが、これは自分の過去の行いを誰も傷つけることなくなかったことにできる、非常に良い機会だ。

「……これは必要なことだ。私たちのためにも、これから先のためにも……」

「リアム様？　突然声を上げられて、どうかなさいましたか？」

　ぐっと気合いを込めた言葉が口から出てしまったらしい。

　ダイアナが不思議そうに首を傾げて見せる。

　ちょうど包帯の交換は終わり、侍医は退室した後だ。代わりに侍女がワゴンを押して昼食を運んできたところだったようだ。

　はっと口を噤むと、誤魔化すように咳払いをした。

「い、いや、早く動けるようにならなくてはと気合いを入れていただけなんだ。気にしないでほしい」

「まあ、そうでしたの。でもどうかご無理はなさらないでくださいね。頭を打っただけでなく、右手や右足も怪我をしておいでなのですから」

「判っている。あなたの言いつけは守る」

　するとダイアナは少し驚いたように目を丸くして、それからふんわりと、労るような微笑みを浮かべた。

　リアムの鼓動がドキッと一つ高鳴る。

　今のダイアナは、夜会や社交界などに出席する時よりは緩い格好だが、王宮に滞在するのに相応しい程度には装ったデイドレス姿だ。

　着飾った姿も女神のように美しいが、今の姿も目を奪われるほど美しい。

　そんなことを考えながら、どうやらリアムはじっとダイアナを見つめてしまっていたらしい。

「リアム様？　その……何かおかしなところがございますか？」

　気恥ずかしそうにダイアナが目を伏せる。

　どんな姿でもどんな表情でも彼女は美しく、そして可愛らしい。知らぬうち見惚れて目が離せなくなるくらいに。

　自分の無様な姿を見せたくないのと、彼女の姿を直視できなくて目を合わせることができなくなっていたけれど、惜しいことをした。

　こうして目を合わせれば、彼女は微笑んでくれるのに。

「い、いや。ただ、その……」

「はい？」

　いつもなら、なんでもないと呟いてそっぽを向くところだ。

　だが今すべきことはそれではない。

（言え。勇気を出せ、俺！　これまでの言動を改めると誓っただろう！）

　一つ息を吸い込んで、リアムは精一杯勇気を振り絞る。そして口を開く。これまで思っていても言えなかった言葉を絞り出すために。

「……君が、あまりにも綺麗で……」

「えっ……」

　リアムの懸命な賛辞の言葉は、いささかぎこちなくたどたどしい口調になってしまったが、それでもダイアナには聞こえたようだ。

　驚きながらも彼女の頬がじわっと色づく様さまにリアムの胸の内が甘く疼いた。

「そ、それはその……ありがとうございます……」

　心なしか、春の舞踏会の際に髪飾りを贈った時以上に、彼女は恥じらい、そして喜んでくれているように感じられた。

　その反応が可愛らしすぎて思わずしげしげと見つめてしまうと、ダイアナの頬はますます赤く染まっていく。

「……おっ、お食事にしましょう。まずはお食事をして、お薬を飲んで……それからゆっくり休んでください」

　気恥ずかしさを隠すように彼女は言った。

　可愛らしく照れながら、気遣いが感じられる言葉を向けてくれる彼女に、リアムの心は「ダイアナが可愛い……!!」と感動と絶賛の嵐だ。

　できることなら実際に可愛いと叫んで抱きしめたい。

　同時に、また罪悪感で胸がチクリと痛んだ。

　……言い訳をするならば、訓練中の落馬事故は決して意図的に起こしたわけではない。

　ウィリアムから婚約破棄の可能性を聞かされてから、どうすべきかと悩んだ挙げ句にブラッドリー伯爵の話を聞いて関心を抱きはしたが、だからといってわざと事故を起こすほど馬鹿ではない。

　ただ、いささか上の空であったのは事実だ。

　結果、普段ならしないようなミスをして事故になった。

　リアムが記憶喪失の芝居を思いついたのは目覚めた自分の許へ、駆けつけてきたハリソンの顔を見た時だ。

「大丈夫か、しっかりしろ、リアム！　私が判るか？」

　心配そうにこちらの顔を覗き込み、自分が判るかと問う兄のその言葉に閃いたのだ。

　記憶喪失なんてそう簡単になるものではない。実際にリアムだって怪我はしたが意識も記憶もはっきりしている。

　だが今ならば記憶喪失をするフリはできるのでは、と。

　そして、ダイアナとの関係を、やり直すことができるのではないか、と。

　決して褒められたことではないと判っている。それでもその誘惑にリアムは抗えなかった。そして思惑通りに今、自分たちの関係は少しずつ改善している。

　だからこそしみじみと思うのだ。

（俺は一体、どれだけのダイアナとの大切な時間を無駄にしてきてしまったんだろう……）

　今からでも取り戻せるだろうか。

　いいや、取り戻さねばならない。そのためにこんな芝居を打っているのだから。

「どうぞ。お手元に気をつけてくださいね」

　寝台の上で上体を起こしたリアムの膝のあたりに、簡易テーブルが置かれ、その上にさらに食事の載ったトレイが置かれる。

　本来なら食事を運んできた侍女が行うことで侯爵令嬢にさせるようなことではないが、ダイアナは嫌な顔一つせず世話を焼いてくれる。

　深皿に入っているのはミルク粥だ。この国では病人食としてよく出されるものだが、怪我はしていても普通に食欲のあるリアムにとっては大分物足りない。

　それが顔に出たのだろうか。

「そんなにガッカリなさらなくても、夕食はもう少ししっかりしたメニューになるそうです。今は少し軽めにお腹に入れてください。どうぞ」

「ああ。……ありがとう。……っつ……！」

　スプーンを受け取ろうとした時、ズキッと手首に鋭い痛みが走った。

　落馬した際に痛めたところだ。湿布薬と包帯でぐるぐる巻きにされているその上から見ても、腫れているのが判る。

　思ったことを見透かされたことが少し気恥ずかしくて、怪我をしていることを忘れていた。

「大丈夫ですか？」

「ああ、大丈夫だ。つい右手が出てしまった」

　すぐにダイアナが落としたスプーンを拾い上げてくれる。

　幸い落ちたのはトレイの上なので、新たに換える必要はなさそうだ。

　改めて左手で受け取ろうとしてハッとした。と言うのもダイアナはもう一度スプーンを渡すことはせず、彼女自ら粥を掬ってそれをリアムの口元に差し出してきたのだ。

「お手伝いさせていただきますね。……はい、どうぞ」

　瞬間リアムの頬に熱が上る。

（こ、これは俗に言う、あーん、とかそんな……！）

　こんな行為は随分昔、まだお互い小さな子どもだった頃に菓子でやりとりしたことがあるくらいだ。

　あの時は素直に口を開いていたが、今それを求められるとは思わなかった。

　どうすべきかと一瞬迷ってダイアナに目を向ければ、彼女がどこか期待するような眼差しを向けている。

　試されている、と感じたのは気のせいか。

　堪らなく恥ずかしい。しかしこんな機会を逃すのは惜しすぎる。

「……っ」

　ええい、ままよと口を開いた。

　すかさずそこにスプーンを差し込まれて、口の中にほんのり温かな粥の味が広がるが、正直なところ、味はよく判らない。

　これは、思った以上に照れる。

　リアムの顔も隠しようもなく赤くなってしまったらしく……それを見て、ダイアナが驚いたように目を丸くし、それから笑った。

　その笑顔がどうしようもなく可愛い。

「ふふっ。ちょっと恥ずかしいですね」

　無言で肯いた。ちょっとどころかかなり恥ずかしい。

「でも、食べないとお薬を飲めませんので。もう少しいただきましょう、はいどうぞ」

　どうやらダイアナはスプーンをリアムに返す気はないらしい。

　照れながらもどこか楽しげな彼女の様子にリアムも再び大人しく口を開く。

　気恥ずかしいがどこか充実したやりとりは、皿が空になり、最後を薬で締めくくるまで繰り返された。

　最初は少し物足りないと思っていたが、食事を終えてみるとこれくらいで良かったのかもしれない。充分な量が用意されていて、それを今のようにダイアナ手ずから食べさせられるような行いがこれ以上続いたら、絶対リアムはボロを出していただろう。

「……ありがとう」

　礼を言うと、ダイアナはちょっと目を丸くする。

　そう言えばここ数年、彼女にこんな礼の言葉一つまともに掛けていなかった。

　何度目かの後悔が押し寄せたが、直後彼女が笑って肯いてくれたのでホッとした。

「どういたしまして。さあ、少しお休みになってください。おそばにいますから、何かあれば呼んでくださいね」

　その言葉通り、ダイアナは時間が許す限りリアムのそばに寄り添っていてくれた。

　その次の日も、さらに次の日も、その後も。

　まだ朝の早い内から訪れては、日が暮れてしばらく経つまでずっと傍らにいる。

　幸いにして頭の傷は表面だけで済んだらしく異常はない。

　右手足の怪我も献身的なダイアナの看護もあってか順調に回復し、一週間も過ぎる頃には動けるようになった……と言うよりも、寝台の上で大人しくしていられるのはそれが限界だった。

　元々じっとしているのは苦手な質たちだ。

　とうとう我慢の限界が訪れて動き出したリアムに、ダイアナは心配顔だ。

「大丈夫ですか？　まだお休みになっていた方が」

「大丈夫だ。これ以上は身体がなまってしまう。君は心配性だな。……だが、気にしてくれて嬉しい。これまでの看護もありがとう」

「……いいえ。当然のことです。どうか無理をなさらないでくださいね」

　この一週間で過ごしたダイアナとの時間は、多分二、三年分の彼女との時間に匹敵するだろう。

　それもただ共にいるだけではない。言葉を交わし、視線を交わし、時に身体を支え治療のために触れ合うことも頻繁にあった。

　その時間は、間違いなく二人には意味のあるものだ。

　最初は記憶喪失のフリと、彼女への言動を改めることを意識してぎこちなかったリアムも、それだけ共にいれば自然と彼女に接することができるようになった。

　礼を言えばはにかみ、言葉を交わせば嬉しそうに笑う……そんな彼女の反応を目にしながら、再び何度目かも判らない後悔に襲われる。

　思春期だからとか、意識しすぎていたからとか、そんなつまらない言い訳をせずに、もっと早くに素直になって彼女との時間を大切にしていれば、今頃は今よりもっと深い関係を築くことができただろうに。

（いや、今からでもまだ遅くない。ダイアナは自ら望んで俺のそばにいてくれる。完全に見限られたわけではないはずだ。今は彼女の心を取り戻すことに集中しよう）

　ぐっと気合いを込めるリアムは気付かなかった。

　そんな自分の横顔を、ダイアナがじっと何かを見極めるような、静かな眼差しで見つめていることなど。









　リアムが変わった。

　この一週間の感想を一言で言うならこれに尽きる。

　彼は変わった……記憶喪失だなんて嘘を吐いていても、それをきっかけに変わる努力をしているのは明らかだ。

　ためしにかまをかけて例の「あーん」をやってみたところ、意外なくらい照れながらも素直に応じてくれて少し驚いた。

　それだけでなく、今のリアムはこれまでが嘘だったかのように自分に優しく、素直に接してくれる。

　多少のぎこちなさは窺えるけれど、それは嫌々しているというよりは、気恥ずかしさを堪えているという方が正しい気がする。

　ということは、だ。

「……お兄様、私ずっとリアム様に嫌われたのだと思っていたのですけど、そんなことはなかったということなのでしょうか？」

　ここ最近のリアムの変化はウィリアムも目にしている。

　はっきり言ってこれまでの態度や言動とは雲泥の差で、兄もいささか困惑しているらしい。

「嫌うどころか、あれは明らかに好意的だろう？　まあ記憶を取り戻せばどうかは判らないが……」

　兄はそう言うけれど、ダイアナはリアムに記憶が戻ることなどないと判っている。そもそも失っていないのだから。

　その確信はこの一週間でさらに強まった。

　何しろリアムは芝居が下手なのだ。

　記憶喪失設定を貫くなら、もっと不安そうに振る舞うとか、何も判らないフリをするだとかやりようがあるだろうに、日常生活は問題なく過ごしているし、王子然とした雰囲気が全く抜けていない。

　歩き出せば、知らないはずの目的地にすんなり辿り着くこともできる。

「迷うご様子もないようですが、思い出されたのですか？」

　と問われて、そう言えば記憶喪失の設定だったことを思い出した、と言わんばかりに慌てて、

「えっ、い、いや……ふ、不思議だな。自然と足が動いて……記憶はなくても、身体が覚えていたのかもしれない」

　なんて苦し紛れに取り繕いながら視線を泳がせていた詰めの甘さが、大分抜けている。

　最初は忘れたフリなんてひどいと思ったけれど、今は一生懸命忘れている芝居をしつつ、態度を改めようと努力している姿がなんとなく健気に見えてきたのはダイアナの欲目だろうか。

（まあ、リアム様って昔からそんな感じよね……でもなぜ、記憶喪失なんて嘘を吐いているのかしら）

　未だにその答えは見つからず首を傾げるダイアナに、そう言えば、と思い出したようにウィリアムが告げた。

「記憶を失って、パートナーに人が変わったように接する、か。まるでブラッドリー伯爵のようだな。なかなかあることじゃないと思っていたが、案外そうでもないのかもしれない」

「ブラッドリー伯爵って、あのあまり良い噂を聞かない方ですか？」

　浮気性で浪費癖のある伯爵の名はダイアナも聞き及んでいる。妻に対する態度も横柄でお世辞にも好意を抱くことはできない相手だ。

　でもそのブラッドリー伯爵がなんだというのだろう。

　問えばウィリアムはああ、と納得したように頷き、そして苦笑した。

「そう言えばお前はここしばらく社交界に参加していなかったものな。いつだったか、わりと最近の話だが……そのブラッドリー伯爵が事故に遭って記憶喪失になったらしい。そう、ちょうど今のリアムのように」

「まあ」

「で、それをきっかけに人が変わったように生活態度が改まった。あれほど邪険に扱っていた奥方を大事にするようになって、浮気や浪費癖もピタリと止んだそうだ。今やブラッドリー伯爵夫妻の仲睦まじさは有名だ。そこに加えてリアムも記憶喪失ときた。社交界では最近記憶喪失が話題の種らしい」

　記憶喪失。パートナーへの態度の変化と関係の改善。

「もしかして……」

　なんとなくピンときた。

「お兄様、そのお話は記憶喪失前のリアム様もご存じですか？」

「さあ、どうだろう。だが知っていても不思議はない。ブラッドリー伯爵のことはあちこちで話題になっていたし……って、ダイアナ。お前、何を考えた？」

　ここでウィリアムもハッとしたらしい。

　兄妹はそれぞれに相手の顔を見つめると、次第にその表情が生温い苦笑に変わっていく。

「……まさか、本気か？」

「そのまさかではと思います。リアム様、記憶喪失のわりに随分、堂々となさっていると思いません？　本当ならもう少しお城での生活に苦労なさる様子があっても良いのに」

「……それは確かに私も不思議には思ったが……だからって普通実行に移すか？　……だが確かに都合が良すぎる状況だよな。リアムも記憶を失った後はお前に優しくしてくださるのだろう？」

　肯定するようにダイアナは肩を竦めてみせる。

　やれやれと兄が深く息を吐いた。きっと内心ではヘタレ王子だのなんだのと呆れ混じりに皮肉を零しているのだろう。

　こんなやり方でしか素直になれないなんて、男としていささか情けないのではないか、と。

　だがウィリアムもリアムという王子をよく知っている。最初からすんなりと言動を改めることができるくらいなら、そもそもこんなに長い間、思春期をこじらせてなどいない。

　これ以上失敗を重ねるくらいなら過去の自分は忘れたフリをして、また一からやり直した方が良いと考えるだろうリアムの思考はなんとなく読めた。

　伊達に付き合いは長くないのである。

「それで、どうするんだ。リアムを問い詰めるのか？」

「いいえ、せっかくリアム様が頑張っているのですもの。そんなお芝居をしてまで私との関係を改善しようとなさっているなら婚約破棄は望んでいないようですし、この際どこまで頑張ってくださるのか、様子を見ようと思います」

「お前はそれでいいのか？」

「良いか悪いかでいえば、良くはないのでしょうけれど……正直少しホッとしています。リアム様なりに、現状を変えようとしてくださっているようで……」

「甘いな」

「そうかもしれません。でもやっぱり好きで婚約した方ですから、どうしても絆されてしまいます。やり直せるならそうしたいのは、私も同じなので……」

　そこまで言ってダイアナも自分の心に改めて気付いた。

　自分自身も、本音で言えばリアムとの関係改善を望んでいたのだ。

　婚約破棄と言う言葉が頭をよぎった時はあるけれど、できることならばやっぱり心が通い合う形で夫婦になりたい、と。

「お前がそう言うならそれでいいが……ただ私としてはこのまま何事もなかったフリをして結婚するのはどうかと思うぞ」

　こんなやり方でリアムにお咎めなしのまま、なあなあに済ませてしまえるほどダイアナが悲しんだ月日は短くない。

　せめて正式な謝罪と猛省は促したい、と兄は考えているのだろう。きっと両親もだ。

「あら、その点に関しては私も同じ意見ですわ。忘れたフリして謝罪の一つもなく、何食わぬ顔で出直そうなんて、やっぱりちょっと都合が良すぎますわよね」

　ふふふ、とダイアナは笑う。一見上品な微笑みだが、その目が結構本気だと気付いたウィリアムの返す笑みはどこかぎこちない。

「ですが今は少し見守ってください、お兄様。何か困ったことがあったら、必ず相談させていただきますから」

　ダイアナが微笑むと、ウィリアムは仕方ないとばかりに肯く。

　思えば今回のリアムの記憶喪失騒動も、先走ったウィリアムが婚約破棄と口にしたせいで起こったとも言えなくもない。

　これ以上こじらせないためにも今は妹の意向に従う方が良いと考えたのだろう。

　こうしてローレック侯爵家の兄妹による、第二王子の観察の日々は続くのである。









　最近、ダイアナとの関係が順調だ。そのことにリアムは引き続き浮かれている。

　彼女の甲斐甲斐しい世話は半月に及び、リアムの怪我が癒えると共にさすがにダイアナも毎日訪れることはなくなったが、それでもリアムの様子を気にして、特別な事情がない限りは二日と空けずに訪ねて来てくれる。

　この日もそうだ。

「リアム様。ローレック侯爵令嬢のお越しです」

　近侍に告げられて応接へと向かえば、初夏らしい涼しげな水色のフリルと純白のレースのドレスに身を包んだ彼女がリアムを待っていた。

「待たせたか？」

「いいえ、来たばかりですわ」

「それなら良かった。だが、前にも言ったように都度伺いを立てなくてもいいんだぞ。君の前に閉ざす扉はない、約束があろうとなかろうとまっすぐに部屋に来てくれて構わない。君が俺の世話をしてくれていた間はそうだっただろう？」

　そのリアムの言葉がどれほどダイアナへの深い信頼と親愛を表しているか、彼女にはしっかりと伝わっているだろう。

　約束も人も間に挟めずに、自室まで自由な訪おとないを許すのは限られた身内と側仕えくらいのものだ。

　通常は正式な訪問の手順と人を間に挟めて行うのが常識である。

　それはマナー以上に、王族の身を危険から守る意味合いが強い。いくら婚約していても、その立場を利用して王族を害した例も過去に存在する。

　その常識を省くということは相手が自分を決して裏切らない、という信頼があってこそできること。

　リアムにとっては最大の信頼の表し方だ。

　そもそも事故直後の半月間、彼女は自由にリアムの私室を出入りして世話をしてくれたのである。今更制限する必要などない。

　しかしその言葉にダイアナはにっこりと上品に微笑むと、静かに首を横に振った。

「いけません。リアム様のご信頼はとても嬉しく光栄に思いますが、こういったことに必要以上に例外を作っては、その例外が常識になってしまいます。多少不便でもきちんと守りましょう？　それにこのようなルールは王族の皆様を守るだけでなく、訪問者を守るためにも必要です」

　ダイアナの言葉にハッとした。確かに彼女に自由な行動を許して、もしリアムに万が一のことがあれば、ダイアナが真っ先に疑われる立場になってしまう。

「陛下が私の気持ちを汲んで許可してくださった、あの半月の間が例外だったのです。ですからこれ以上例外を作るのはよくありませんわ」

「そうか……確かにそうだな。考えが足りず、すまない。ただ俺は、もっと自由に気安く君に会いたいと思っただけなんだ」

　以前はどんなに伝えたくても口にできなかった言葉が、今はこんなに素直に溢れ出る。

　言葉にして伝えるのは恥ずかしくて堪らないが、言わないと伝わらないのだから言うしかない。以前の自分はそんな当たり前のことができていなかった。

　ダイアナの頬に朱が差した。

　瞬きが増えるのは、彼女が照れた時の癖だ。

　頬を染め、困ったように目を伏せる彼女の仕草が可愛らしくてたまらない。

　そのままの気持ちで、ふっとリアムの口元がほころぶ。

「だが、それも来年までの我慢だな。夫婦になれば、もうそのようなルールに縛られる必要もない。君との婚礼の日が待ち遠しいよ」

　この時リアムは当たり前のように彼女が「私もです」と答えて微笑んでくれるものと信じて疑っていなかった。

　だが実際には彼女は上品に微笑んだだけで何も言わない。

　若干残念な気持ちを抱きながらも、この時はそこまで深く考えてはいなかった。

　小さな疑問に拘るより、今のリアムは以前よりも充実している彼女との時間に溺れていたから。

「……その後、お身体の具合はいかがですか？」

　心配そうに尋ねてくれるその問いが、さりげなく話題を逸らしていることにもリアムは気付かなかった。

　問題ないと彼は笑って肯く。

「大丈夫だ。手足の怪我も、もう殆ど痛みはない。来週にでも訓練に戻るつもりだ。そうでないと、ここぞとばかりに父上や兄上から色々な書類仕事を下ろされて肩が凝る」

「そのようなことを仰らないで。お二人の補佐をなさるのがリアム様のお役目でしょう？　立派なことではありませんか」

「判っているよ。だけどほら、俺は昔からじっとしているのが性分に合わないことは君も知っているだろう？　身体を動かす方がずっと気が楽だ」

「リアム様」

　直後、じっとまっすぐな視線を向けられて思わず顎を引いた。

　ダイアナの眼差しは睨むと言うほど険しいものではなく、上品な微笑は変わらず口元に浮かべたままだが、心の内を見透かすようなその視線に内心ギクリとしたのは気のせいだろうか。

「なんだ、改まって」

　誤魔化すように笑った。そんなリアムにダイアナは問う。

「記憶がお戻りになられているのですか？」

　今度はギクリどころの騒ぎではない。一瞬呼吸が止まり背筋に嫌な汗が浮かぶ。

「な、なんでだ？」

　どこでボロを出してしまったのかと、内心焦りまくるリアムとは対照的にダイアナの声や眼差しは実に冷静だった。

「先ほど、昔からじっとしているのが性分に合わない、と仰ったではございませんか。過去のことを覚えておいでのご様子ですから記憶が戻ったのかと……」

　うかつな自分の言葉にひやりとした。

　どうやら芝居を長く続けるに従って、少しずつ緊張感が緩んできていたらしい。

「い、いや、まだだ。……なんとなくそんな気がしただけだ。それを昔からのように感じてしまったのかもしれない」

「そうなのですか。もし少しでも様子が変わるようならすぐに侍医に相談なさってくださいね？」

　苦しい言い訳だと思ったが、少なくともダイアナは信じてくれたようだ。

　何しろ記憶喪失になること自体が滅多にあることではないから、どんな症状が出るかは判らない。忘れ方も記憶の取り戻し方も人それぞれだと、あらかじめ侍医からも説明を受けていたおかげもあるだろう。

　再び笑顔を浮かべるダイアナに内心胸を撫で下ろしながら、動揺する己を宥めた。

「ダイアナ。まだ時間があるようなら、今から少し外を歩かないか？　良かったら気分転換に付き合ってほしい」

「はい、もちろん喜んで。お天気も良いですし、素敵なお散歩日和です。でもその後は無理のない範囲でご公務を頑張ってくださいね」

　苦し紛れに話題を逸らせば、素直にダイアナは肯いてくれる。

　最後の釘刺しにはうっとなったが、彼女に言われるならば仕方ないと思うから不思議だ。

　ソファから立ち上がると彼女の傍らに移動して手を差し出した。

　ダイアナがリアムの手に手を重ねて寄り添ってくる。その小さな彼女の手の感触と温もりに、胸の内が甘く疼いた。

　子どもの頃はそれほど大差なかった身長も、今は頭一つ分ほど違っているし、手の大きさも一回りも二回りも違う。

　リアムが両腕を回せば彼女の身など容易く腕の中に封じ込めてしまえるだろう。

　何もかもが華奢で小さなダイアナなのに、その存在はリアムの中では誰よりも大きい。

　今彼女が隣にいてくれることが奇跡だと思うくらい、リアムにとって彼女は大切な存在だと改めて思い知る。

（……それなのに、どうして俺はあんな態度しか取れなかったんだろう……）

　無意識のうちに唇を噛みしめた時。

「リアム様？　どうかなさいましたか、やはりお加減が悪いのでは……」

　手を取ったままリアムが立ち尽くしているせいだろう。

　顔色を見るように下から覗き込んでくるダイアナの青い瞳に、さっと頬が熱を持つ。

　自分の婚約者は、何をしていても、どんな表情をしていても本当に美しく愛らしい。

「い、いや、なんでもない。ただ……君が小さいな、と思っただけだ」

「そうですか？　むしろ背は標準より少し高い方ですが……」

「俺から見れば小さいよ。こんなに小さいのに、柔らかくて温かくて……いや、何を言っているんだ。気にしないでくれ」

　ポロリと妙なことを口走りそうになった自身の口を慌てて閉ざすも、言葉は出てしまった後だ。見ればダイアナの頬から首筋に掛けて、ぱあっと色づき始めている。

　気恥ずかしそうに俯くその仕草に、またもリアムの胸に愛おしさがこみ上げる。

　これまで、自分は失敗ばかりしていた。

　でも改めてやり直した今は、もう二度と失敗はしない。

　大切にして、大事な言葉は惜しまず告げて、彼女に見限られることのないよう精一杯努力しよう。

　自分は生まれ変わったのだ！

　今のところ、全てはリアムの思惑通りに進んでいる。

　いつからかお愛想程度にしか微笑むことのなかったダイアナが、今はうわべだけではない笑顔をみせるようになり、幼い頃の親しげな雰囲気の中にそれだけではない年頃の男女の雰囲気が流れるようになってきたことに、確かな手応えを感じている。

　このままの関係を続けていけば自分たちはきっと幸せな結婚をすることができるだろう。

　とはいえもちろん、全てがリアムにとって都合が良いかというとそうではない。

　何しろ記憶喪失という芝居をしているせいで、周囲を騙し続けなくてはならない。

　第二王子という身分もあって、侍医は毎朝必ず様子を窺いにくるし、貴族達も同様だ。

　面倒なのは、

「大変な事故に遭ったと伺いました。その後お身体はいかがでしょうか？」

　と心配するフリをしながら、忘れたのならダイアナではなく自分の娘はどうか、なんて図々しいアピールをされることだ。

　王太子の兄ハリソンは既に結婚しており、その夫婦仲の良さは広く知られている。そのため王族と縁を持つことを望む貴族達は、第二王子のリアムに取り入ろうとするのだ。

　元々その婚約者と上手くいっていないという噂が流れていた上に、今回の記憶喪失騒動である。

　もしかしたら割り込める可能性があるのではと、奇妙な期待をさせてしまったらしい。

「いや、身体には何一つ問題はないし、日常生活にも支障はない。父や母に兄、そしてダイアナが助けてくれるから問題ない」

「ですが、皆様にはお話しできない不安やご不便もおありでしょう？」

　手を変え言葉を変え粘る貴族の執念には別の意味で感心する思いだが、その気が全くないリアムには迷惑でしかない。

　そもそもたった一人の想い人との関係さえ上手く御することのできない自分に、他の女性とどうにかなろうなんて考えられる余裕もその気もない。

「だとしても、それは自分でどうにかする問題だ。それに、俺はダイアナ以外の女性を必要とはしていないんだ。これ以上の話は遠慮してくれると嬉しい」

　ここまで言ってようやくその貴族は引いた。これ以上は王子の気分を害すると察したのか、割って入る隙はないと理解したせいかもしれないけれど。

　悲しいかな、こんな手合いは他にも多くいる。皆、リアムが記憶を失っている今だから狙い目だと考えているわけだ。

　そのたびに記憶は戻っていないけれど、お前達が割って入る隙はない、というアピールを繰り返さざるを得ない。

　もちろん一生この主張を繰り返すわけにはいかないので、いずれはどこかで改めなくてはと思うけれど、そのタイミングを見極めるのが難しい。

　ここまで来れば、記憶が無事に戻ったことにするのは、彼女との結婚が終わった後でも遅くないのではないか、とそう考えて一ヶ月ほどが過ぎた頃だろうか。

「リアム。お前、その下手くそな芝居をいつまで続けるつもりだ」

　その直前まで互いに公務に対する意見を交わしながら王太子の執務室で向き合っていた兄、ハリソンに問われた。

　何の前兆も前置きもなく、これまでの会話の続きでもするかのように自然に会話に滑り込んできた問いに、一瞬心臓が止まりそうになる。

　リアムは咄嗟に強ばる表情を隠すことができなかった。

　言葉を奪われどれほどの時間が過ぎただろう。

「何のことだか……」

　多分十数秒はたっぷり黙り込んでから、どうにか誤魔化す言葉を口にしようとしたけれど、ハリソンはその言い訳を最後まで言わせてはくれなかった。

「あのな、お前のそれが芝居だというのは判っている。大体これまでの記憶を綺麗さっぱり忘れている奴に、王子の公務なんぞできるものか。芝居するならもっと本格的に徹底的にやれ」

　正論だった。

　記憶のない人間に問題なくこなすことができるほど、王族の公務は温くない。

　演じるならば公務のことなど何も判らない素振りをしなくてはならないのに、自分のせいで国の仕事を滞らせることにはさすがに躊躇いがあって「公務についてはなんとなく覚えている！」という中途半端な芝居をしたことが裏目に出たらしい。

　……とはいえ、たとえリアムが完璧に演じていたとしても兄の目を誤魔化せたかと問われると疑問符が付くのだけれど。

「仮にバレていないとしても、お前のそのやり方はダイアナに対して誠実だと言えるのか？」

　続くハリソンのさらなる正論は的確にリアムの痛いところを突いていた。

　すぐには答えられずに沈黙するリアムに、兄はますます呆れた眼差しを向けて寄越した。

「私に言わせれば、お前は大事な話し合いから逃げているだけだ。そんな有様で、今後結婚して上手くいくのか？　夫婦になって、子どもができて……これからも山ほど問題は起こるだろう。そのたびに記憶喪失になって逃げるつもりか」

「そんなつもりは」

「しかもあちらは記憶喪失だと言われれば、過去のお前の所業を責めることもできないんだぞ」

　ハリソンの言うことに反論できる隙など存在しない。

　今の状況はどこまでもリアムに都合が良すぎるのだと自分でも充分承知しているだけに、兄の言葉が耳に痛すぎる。

　だが、今このタイミングで記憶喪失は嘘でしたなんて言えるわけがない。

　もしそれが知られたらダイアナはどんな顔をするだろう、どう思うだろう、二度と許してはもらえないのではないかと思うと、言葉が喉の奥で強ばって出てこなくなってしまう。

　黙り込んだまま答えようとしない弟に、ハリソンはさらに溜息を重ねると、もういいとばかりに手を振った。

「まあ、お前とダイアナの問題だ。当人同士がそれで良いというなら私からとやかく言うつもりはないが……後で悔いて泣きついてきても、この件に関して私は手を貸したりはしないからな」

　きっぱりと兄に突き放されてまた黙り込む。

　兄弟仲は良い方だと思っているが、その分容赦がない。

　どうやらハリソンはリアムの芝居を相当気に入らないらしい。

　結果的に人を騙し、相手の良心に付け込んでいるようなものだから当然だ。

　だからこそ申し訳ないと思う罪悪感は常につきまとっていて、本当のことを知られたら今度こそダイアナに背を向けられてしまうのではと思うと、その恐怖がリアムの足を竦めさせてしまう。

　全く情けない話だ。

　結局その後リアムは沈んだ気分で自室へと戻る羽目になった。

「判っている。兄上の言うことは正しい。俺が卑怯だ……だけどそれでもダイアナを失いたくないんだ……」

　彼女がどうしようもなく好きなのだ。

　こんな卑怯な手段に縋ってしまいたくなるくらい、幼い頃からずっと好きだった。

　人々がダイアナを賞賛する時、まず彼女の輝かしい金髪と青い瞳、そして美貌を褒め称える。

　確かに彼女は他になかなかお目にかかれないほどの美しさと気品を併せ持つ淑女で、真っ先に視界に入るその容姿の輝かしさは、大粒の宝石にも全く引けを取らない。

　だがリアムが心を惹かれているのは何より彼女の内面だ。

　しっかり者で、優しくて、でも時折少しだけ抜けている。

　己の意思をしっかり持って、意見を主張することもできるけれど、押しに弱く相手の勢いに流されるところもある。

　それでもきちっと自分という人を失わず輝く彼女が好きだ。

　だからこそ、もっと大切にしなければならなかったのに……

　彼女に比べて自分はどうなのだろう。

「……情けなさ過ぎる」

　呟いて目を閉じる。心はもう、戦に負けた老騎士のような気分だった。









「あら」

　数日後。

　ダイアナがリアムの姿を見つけたのは、先導する侍従の後に続いて城の庭園脇の廊下を歩いていた時だ。

　彼は一人の令嬢と共にいた。その姿を目にして侍従があっと気まずそうな表情をしたところからすると、これは今日の彼の予定になかった出来事なのだろう。

　どことなくリアムが他人行儀に当たり障りなく接している様子なのを見ると、積極的なのは相手の令嬢の方らしい。

　リアムが記憶喪失になったと知られてからは、あわよくばダイアナを押しのけて自身が王子妃になろうとする令嬢や貴族達が増えていることはダイアナも知っていた。

　つい先日もそうだ。

　リアムの許から自宅へと帰る途中、出くわした同位貴族家の令嬢にもこう言われた。

「人の記憶や気持ちは不安定なものです。いつ何時変わるか判りませんもの。昨日は安泰と思っていたことが、今日は不安定になることもある……あら、昨日までも安泰だったとは言い切れませんでしたわね」

　と、露骨な挑発と皮肉混じりに。もちろんダイアナも黙って言われっぱなしの立場に甘んじることはなく、微笑みながら、

「昨日までとは違う関係を今日築くことができる可能性もございますわ。けれど可能性ばかりに賭けることこそ不安定でございましょう。正式な誓いを交わした約束は容易く侵害されるようなものではございませんし……仮に心変わりしたとしても、その先に都合の良いお相手がいるとは限りませんもの」

　と、意訳するならば「たとえリアムが心変わりしたとしても、新たな婚約者にあなたを選ぶとは限らない」と返してやったのだけれど。

　その時その令嬢はムッと眉を顰めて立ち去っていったが、今リアムにしなだれかかっているのはその時とは違う令嬢のようだ。

「あ、あの……どうぞお部屋にご案内します」

　廊下の途中で立ち止まったまま、リアムと令嬢とを見つめているダイアナをこの場から離そうと、ぎこちなく声を掛けてくる侍従にダイアナは静かに首を横に振った。

「いいえ、リアム様がこちらにいらっしゃるのなら、私はここでお待ちします。今日の訪問はご存じなのですもの。いずれお戻りになるでしょう」

　あの令嬢の名を知っている。

　社交界ではダイアナに憧れていると言ってそばに張り付き、何でも真似をされて少し迷惑に感じるくらいだったけれど、なるほど、今の令嬢の装いもどこか自分に似ている。

　元は栗毛色の髪をダイアナと似た金髪に染め、髪型やドレスの型も似せた姿でリアムに擦り寄る令嬢には、憧れているはずのダイアナに対する遠慮はどこにも見えない。

「ダイアナ？」

　その時、リアムがこちらに気付いた。

　一瞬遅れて令嬢の方も気付いたらしい。途端に顔を強ばらせる彼女にダイアナは微笑む。

「ごきげんよう、リアム様。そして……私はダイアナ・ローレックと申します。あなた様のお名前をお伺いしても？」

　令嬢の顔が引きつった。

　ダイアナが彼女の名を知らないなんてことはない。知っていて、その上で知らぬフリをするのはこれまでの関係をなかったことにするという宣言だ。

　つまりそれはダイアナからの「喧嘩を売るなら買うぞ」という反撃でもある。

　何しろあちらはあわよくばダイアナに成り代わろうとしている、と誤解されても仕方のない振る舞いをしている。

　こうも露骨な真似をされてこちらが気遣う必要はない。

　狼狽えたのは令嬢の方である。社交界でも絶大な影響力を誇るダイアナに敵対されて困るのは自分の方だからだ。

「お、お待ちください、ダイアナ様。何か誤解を与えてしまったようですが、私は決してあなた様を蔑ろにするつもりでは……!!」

　必死に取り繕おうとする令嬢の姿にダイアナはあくまでも優しく微笑む。

　そして首を傾げてみせた。

「誤解、とはなんのことでしょう？　それに蔑ろにされているだなんて……私の方こそ何か誤解させてしまったのならごめんなさい。お詫びをしたいので、お名前を教えていただけますか？」

　再度名乗れ、と要求されてここで堂々と開き直って名乗れるほどの度胸は、さすがになかったらしい。

　結局令嬢は俯きながら消え入りそうな声で詫びると、結局自身の名を口にすることなく逃げ出すようにその場を立ち去っていった。

「お邪魔をしてしまいましたかしら？」

「いや、突然絡まれて困っていたところだった。それよりもダイアナ」

「はい？」

「もしかして怒っているか？」

　一瞬の沈黙の後、ダイアナは微笑んだ。意識して上品に、穏やかに。

　つまりそう取り繕う位にはリアムの指摘は図星だということだ。

「あら、何のことでしょう？」

「言っておくが、俺からは指一本触れていないからな。むしろ君を出迎えるつもりだったのに邪魔をされて迷惑していた」

「リアム様がご迷惑そうなご様子は見て判りました。怒ってなどおりません」

「本当に？」

　なんだかやけに食い下がる。少し無愛想な物言いになってしまったダイアナと相対して、リアムはなぜか嬉しそうだ。

「どうしてそんなに嬉しそうでいらっしゃるの？」

「あなたが嫉妬してくれたのかと思うと嬉しくて」

「なっ」

　これまでのリアムからは考えられない言葉に絶句した。

　ダイアナが目を丸くすると、彼は目を細めて笑う。どこか照れくさそうに。

　確かに嫉妬していたし、不快に感じていた。

　そう、腹立たしく思った。

　単純にリアムが他の女性と一緒にいる姿が不快だったのだ。

　でもそれを認めるのは淑女らしくない。だから顔には出さないようにしていたつもりなのに……もしかしたら声や口調に表れていたのかもしれないと思うと恥ずかしくなる。

　黙ったまま答えないダイアナに、リアムはそれ以上答えを求めることはしなかったが、図星だったことは彼に知られているだろう。

　ははっ、とリアムが機嫌良く笑うと、その手を差し出してきた。

「せっかくここで会ったんだ。今日は庭のガゼボでお茶にしよう。どうだろう？」

「……構いませんが……意地悪なことは仰らないでくださいね」

「意地悪ってどんな？」

「……そういうことです」

　エスコートの為に差し出された腕に手を掛けて寄り添いながら、軽くリアムを睨む。

　とはいえ拗ねた目で睨んでも彼には少しも怖くないらしく、むしろさらに笑われてしまう。

「何がそんなに面白いのですか」

「いや……その、うん。可愛いなと思って」

　何が、あるいは誰が可愛いというのか。

　それを尋ね返す度胸は今のダイアナにはない。

　代わりに口を噤み、彼の腕に掛けた手に少し力を込めてぷいっとそっぽを向く。

　しかし数秒後にそうっと盗み見るように戻せば、目が合ったリアムが微笑んだ。無邪気に、素直に嬉しいとその気持ちを伝えてくる笑顔で。

　その笑顔は幼い頃、ダイアナが彼にもっとも惹かれたものだ。

　次第にドキドキと高鳴る鼓動に合わせて、少し呼吸が苦しくなる。

（……ずるいわ。本当に、どこまでもずるい人）

　もっとリアムが本当に冷たい人間に変わってしまっていたのなら、自分の心ももっと早く割り切れたはずなのに。

　そう思いながらダイアナはそっとぎこちない呼吸を繰り返した。









　可愛い。

　婚約者が可愛くて堪らない。

　今のリアムの頭を占めるのは、少し拗ねたダイアナに対する愛しさだ。

　成長してからは彼女のこんな顔を見る機会は随分減ってしまったけれど、子どもの頃の彼女はよくこんな顔をしていた。

　少しばかり、ムッと眉根を寄せて、頬を僅かに膨らませ、黙り込む。

　それでいてその頬は赤く染まり、リアムの手なり袖なり、どこかをきゅっと控えめに掴んで、ぷいっとそっぽを向くのだ。

　まるで置いていかないで、独りぼっちにしないでと訴えるように。

　先ほどのダイアナの仕草は、まさしく幼い頃からの彼女の癖そのものだ。

（可愛すぎて顔がにやけそうになる……いや我慢だ我慢。拗ねているのかと指摘すると、怒らせてしまうからな。ああ、それにしても本当に可愛い……）

　ハリソンとウィリアム、そしてリアムの少年三人にはどう頑張っても少女のダイアナにはついて来られないこともあって、特に体力勝負になると彼女はいつもこんな顔をして自分たちを見つめていた。

　そんなダイアナを迎えに行き、彼女の手を引くのはいつもリアムの役目だった。

　そして今も、彼女の手を引いているのは自分だ。

　そのことがどうしようもなく嬉しい。

「舞踏会の準備は順調か？　ドレスの色は決まっただろうか」

　彼女と共にガゼボに辿り着き、互いに隣り合うようにベンチに腰を下ろしながら、シーズン半ばに開かれる王宮主催の舞踏会の話題を持ち出す。

　この国ではシーズン中に三度、王宮主催の舞踏会が行われる。どんなに社交が苦手な貴族でも、王都にいる殆どの貴族が出席する。

　もちろんリアムもダイアナをエスコートして参加する予定だ。

　共に参加するからには事前にそれ相応の打ち合わせをするのが常だが、これまでリアムは相手がどんな色のドレスを身に纏まとう予定かすら聞いたことがない。

　かといって婚約者同士がちぐはぐの色合いになっても良くないので、いつもダイアナの方からさりげなく確認してくれるのが常だった。

　思い返せば返すほどに、良いところのない過去の自分に百万回は説教したい気分である。

「そうですね、初夏ですから緑色にしようと思っています」

「緑か……君には似合うが、俺には難しい色だな」

「そうですか？　よくお似合いではありませんか」

　くすくすとダイアナが笑ってこちらを見つめてくる。彼女が覗き込んでくるのは、つい先ほど自分で難しいと口にした色を纏ったリアムの瞳だ。

　深い緑色の瞳。

　その色を似合っていると笑う彼女の笑みに、どうしようもなく頬が熱くなる。

「……君がそう言うなら」

　以前なら即座に照れ隠しに憎まれ口の一つも叩いて顔を背けていただろう。

　そんな言動がダイアナにどんな印象を与えるかも深く考えないで。

　でも今は気恥ずかしさで目元を赤く染めながらも、彼女の瞳を見つめ返す。

　すると僅かに遅れてダイアナもじわっと頬を淡く染めた。

「で、では、深い緑色で進めようと思います。次は、生地の見本をお持ちしますね」

　何ともむずがゆい気分になった。

　落ち着かない。そわそわする。でもこの場を離れたくない。

　恥ずかしそうに目を伏せる彼女への気持ちがどんどん膨れ上がる。

　この気持ちをどう抑えたらいいのか、リアムには見当も付かない。

　その時二人の間を涼しげな風が吹き抜けた。

　風に流されて、僅かに乱れた髪をダイアナがそっと押さえる。輝かしい彼女の金色の髪と白い手にリアムの鼓動がひときわ強く跳ねる。

　だが彼の目をもっとも惹きつけたのは、彼女の淡く色づいた唇だ。

（触れてみたい……）

　その衝動を抑えることは非常に困難だった。

　だってこれまでに何度も何度も願い、そして想像してきたのだ。

　彼女のあの唇に触れることができたら、どんな感じがするのだろう。彼女はどんな顔をするのだろう、その温もりや感触はどれほど柔らかいのだろうか、と。

　ずっと触れたいと願っていたその欲求を、リアムはもう我慢できない。

　彼女の手から零れた金髪に手を伸ばし、撫で……そして驚いたように軽く目を見張る彼女へと引き寄せられるように唇を寄せる。
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「あっ……」

　彼女の小さな驚きの声を封じるように、互いの唇が重なった。

　それは表面を触れ合わせるだけの、初めてのキスだった。

　婚約者という自分たちの関係を思えば、決して責められる行為ではない。

　そのはずだったけれど今まで触れることができずにいたのは、もちろんリアムの言動により関係がギクシャクしていたから。

　けれど今は随分その関係も柔らかくなって、ダイアナも笑顔が増えて、どこか緊張していた以前のような雰囲気も薄れて……だから許されるのではないか、と無意識にそう考えた。

　ダイアナは驚いたようだけれど、少なくとも悲鳴を上げるような真似も、リアムの頬を打つような真似もしない。

　柔らかくほんのりと温かく、しっとりと触れ合うその唇と温もりに陶然となったリアムは、さらに深くその幸せを享受しようとダイアナを抱き寄せ、より強く唇を重ねようとする。

　変化があったのはその直後だ。

「……っ」

　それは、本当に小さな反応だった。

　ダイアナの手が確かにリアムの胸を押し返したのが判った。

　その僅かな抵抗は強引にねじ伏せることが可能だったのに、なぜか悲鳴を上げられるよりも強い抵抗のように感じて、リアムは弾かれたように身を引く。

　そして……そこで青い瞳に涙を浮かべ、悲しげに唇を震わせている彼女の顔を見てしまった。

　途端、ギクリと心臓が軋む音を聞いた気がした。と同時にズキリと胸が痛む。

　ダイアナは、自分との口付けに悲しんだのだ。

「……申し訳ございません。……本日は、失礼いたします」

　リアムが何を言うべきか判らず混乱している間に、彼女はベンチから立ち上がろうとする。

　つい先ほどまでの気恥ずかしくもむずがゆい雰囲気はすっかり冷えていた。

「ま、待ってくれ、ダイアナ」

　咄嗟に彼女の手を掴んだが、何を言うべきか判らない。

　許可なく触れたことを詫びなくてはと思うのに、自分との口付けが泣くほど嫌だったのかと思うと酷いショックで心が強ばる。

「す、すまない……君が、そんなに嫌がると思っていなくて…………」

　自分で自分の言葉に衝撃を受けた。泣くとはつまり、そういうことではと。

　けれどリアムの謝罪にダイアナは首を横に振る。

「嫌だったわけではありません。……ただ……」

「ただ、なんだ。教えてくれ、ダイアナ」

「……リアム様は、まだ……思い出していらっしゃらないのですよね？」

　震える声で、確認するように問われた彼女の言葉に声を奪われた。

　今度こそ何も言えなくなったリアムの手から己の手を抜いて、ダイアナはかろうじて淑女の礼をすると、何とも言えない寂しげな顔をしたまま立ち去っていく。

　今のリアムにできたのは、その背を見送ることだけだ。

　先ほどのダイアナの問いに自分はなんと答えるべきだったのだろう。

　どう反応すべきだった？

　彼女は何を言いたかったのだろう。

　すぐには判らなかった。あまりの衝撃にリアムの思考能力は完全に停止してしまっている。

　ただ、はっきりと判ったのは、彼女を泣かせた。その一点である。

「……まずい。すごいショックだ」

　気がつくと、リアムの目頭も熱くなっている。ずっと好きだった女の子に口付けた結果がこれなのだから、泣きたくもなる。

　だが、幼い頃はともかく、淑女として成長したダイアナが涙を見せたことなどこれまでに一度もなかった。

　そんな彼女を泣かせたのは自分だ。

　ガゼボのベンチに座ったまま、その背もたれに身をもたれるように空を見上げた。

　青空に、大きな雲が浮かんでいる。その空を横切る小さな鳥の姿を眺めながら、リアムは唇を噛んだ。

　頭が真っ白になって何も考えられない。

　でもそこで思考を停止させてはこれまでと同じだ。

　考えろ、と自分に命じた。ショックを受けて落ち込んでいる場合ではない。

　なぜダイアナが泣いたのかちゃんと考えなくては。

「…………」

　唇を噛みしめる。つい先ほど彼女の唇に初めて触れて、陶酔した幸せな感情はとっくに消えていた。









　そしてそれきり、再びダイアナとの関係は膠着してしまった。

　あの後、日を置いてリアムは改めてダイアナの許へ謝罪に出向いた。

　しかしダイアナはリアムが謝罪をするより先に、

「先日は驚いてしまって、大変失礼をいたしました。お許しください」

　そう言って頭を下げてくれたが、もちろんそんなことをリアムは望んでいない。

　彼女がリアムの先手を打ったのは、多分謝られても彼女も困るからだろう。

　喉元まで、先日のあの言葉の意味は何か、と問いただす言葉がせり上がってきた。

『……リアム様は、まだ……思い出していらっしゃらないのですよね？』

　リアムなりにその言葉の意味を考えた。

　記憶を取り戻したのか、と問われていることは判るけれど、ダイアナがなぜあの時にそんな問いをしたのかが判らない。

　それこそ頭が煮えるほど考えても、これだという確信を得ることはできなかった。

　困った、どうしよう。何が悪かったのだろうと考える度に思考は混乱するばかり。

　しかし直接尋ねようにも、彼女は蒸し返してほしくなさそうなそぶりをする。

　結局謝罪に出向いたはずが、それ以上何も言えずに城へ帰らざるを得なかった。

　そして……それからダイアナの訪れが途絶えてしまったのである。

「……判らない！　どうすればいいんだ……!!」

　考えて、考えて、それでも答えが出なくてとうとう煮詰まったリアムが叫び、部屋の壁に頭を打ち付ける。

　ゴツッと結構な音が響いたけれど当然ながらそれで答えが閃くはずもない。

「……判らないが……俺が、ダイアナを悲しませているんだよな」

　謝りたい。だが、何が彼女を悲しませているのか理由が判らないまま謝罪するのは相手に失礼だし、なによりこれ以上の謝罪を彼女は望んでいない。

　多分、ダイアナが悲しんだのはあの行動が直接的な理由ではない気がするのだ。

　自分は何か大事なことを見落としている。

　もっと根本的な、何かだ。

　兄のハリソンに相談しようかと思った。既婚者の兄ならば、自分よりよほど女性の心に詳しいだろう。

　もしくはダイアナの兄のウィリアムなら答えを知っている可能性は高い。

「……だけど、駄目だよな。これは多分、俺が自分で気付いて、理解しないといけないことなんだ」

　今判らなければ、きっとまた同じことを繰り返す。

　だからこそ考えなくてはいけないと思うが、このリアムの決意はダイアナの悲しげな顔を思い出すと、秒で崩れそうになる。

　途方に暮れるリアムの脳裏にこの時、フッと兄の言葉がよぎった。

『お前のそのやり方はダイアナに対して誠実だと言えるのか？』

　瞬間、ギクッと心臓が軋んだ。

　知らず知らずのうちに片手で胸元を押さえ込む。

　これまでリアムは自分の立場で物事を考えていたが、ダイアナの立場になって考えればどうなるだろう。

　これまで散々な言動をしていた婚約者が都合良く過去のことを忘れ、自分一人何の問題もないような顔で、口付けてきたらどう思う？

　リセットした気でいるのは自分だけでダイアナは違う。

　彼女はこれまでの自分の仕打ちに対して怒る権利を持っていたのに、リアムが記憶喪失だなどと演じたものだから病人相手に怒ることもできなくて、今までの不満をずっとため込んでいたのだとしたら……

　どの面下げてこんな真似をしてくるのだと、自分なら間違いなくそう思う。

　そこまで考えると、さあっと血の気が引く思いがした。

　自分が謝罪しなくてはならないのは、無断で口付けたことより、嘘を吐いて彼女を騙したことだとようやく思い至ったからだ。

「と、とにかく詫びなくては！　もう一度彼女のところへ行って……!!」

　身を翻そうとして、直後ピタリと足が止まった。

　再びリアムの頭をこんな思いがよぎったからだ。

（なんて謝れば良いんだ？　彼女に本当の意味で謝罪するなら、なぜそんな真似をしたのか全てを打ち明けないと意味がない。…………だけど……彼女は、許してくれるのだろうか）

　情けないことに、ダイアナの顔に嫌悪の表情が浮かんだらと想像するとそれだけで手が震えてしまう。

　リアムにとってダイアナは絶対に失いたくない大切な人だ。

　だからこそこんな馬鹿げた真似をしてでも、婚約破棄を食い止め、彼女とやり直そうとした。

　だけど……そもそも、全ては自分の身から出た錆。

　失うとか失わないとか、これ以上身勝手なことを考えている場合ではない。

　全部本当のことを打ち明けて、今までのことを謝って、地べたに這はいつくばってでも彼女に許しを請うしかない。許してくれなかった時のことを考えて目を背けてしまったら、今度こそ終わりだ。

　そう、揺らぎそうになる心を宥めて決心をした翌日の早朝だった。

　リアムの許へ思わぬ知らせが入った。

　それは兄のハリソンからもたらされたものだ。

「リアム、大変だ。ダイアナが事故に遭ったらしい」

「……は？」

　少しでも早く彼女の許へ出向いて詫びよう、そのためにも訪問の許しを得る手紙を書こうとしていたところに飛び込んだ知らせは、リアムを新たな混乱の渦の中に叩き込むには充分だった。

　目を丸くする弟の肩を掴んで、ハリソンが前後に揺さぶる。

「は？　なんて呆けている場合じゃないぞ！　ダイアナが事故に遭ったんだ！」

「ちょ、ちょっと待ってください。どうして事故なんて……なんで……」

　突然のこと過ぎて頭が状況を理解できない。なのにぞっと背筋が冷えていく。

　兄の話はこうだった。

「昨夜、元気のないダイアナを慰めようと、ウィリアムが彼女を観劇へと誘い出したらしい。そしてその帰りに事故に巻き込まれた。同じく観劇に来ていた他家の馬車の馬が突然暴れ出し、ウィリアムとダイアナを乗せた馬車に突っ込んできたそうだ」

　夕べの侯爵邸は大騒ぎで、王城へも夜が明けた早朝に緊急の報せとして情報が飛び込んできた、というのだ。

「……二人は、無事なんですか。……ダイアナは……」

「幸いウィリアムの方は少し肩を痛めた程度で済んだらしいが、ダイアナは身構えることもできずに馬車の中で投げ出され、相当手酷く身体を打ったらしい。それ以上の詳しいことはまだ判らん」

　直後、それ以上ものも言わずにリアムは自室を飛び出していた。

　その後を慌てて兄と共に近侍が追いかけてくるが振り返る余裕もない。

　馬車を用意させる時間さえ惜しく、自ら厩へ飛び込むと愛馬を引き出し、馬具の装着もそこそこに急ぎ侯爵邸へと走らせる。

「ダイアナ……ダイアナ……！」

　まともな言葉はもう出てこなかった。

　ただブツブツと口の中で繰り返されるのは彼女の名前だけだ。

　先ほどからしきりに心臓が嫌な痛みを伴って鼓動を打ち、どんなに呼吸を繰り返しても充分な空気が入ってこない。

　頭の中は真っ白で、とにかく一刻も早くダイアナの許へと向かうことしか考えられない。

　どうして、どうしてと、ひっきりなしにそんな言葉がよぎった。

　万が一の事があれば、自分はどうしたら良いのだろう。

　これまで彼女が自分の許から去ってしまったらと、彼女の心が自分から失われてしまうことばかり不安に感じていたけれど、物理的な意味で彼女を失うかもしれないなんて考えたことはなかった。

「ダイアナ！」

　乱れた呼吸を整える余裕もないまま侯爵邸へと到着し、慌ただしく使用人が行き交う勝手知ったる屋敷内を突っ切って彼女の部屋へと辿り着いたリアムはそこで見た。

　寝台の上、侯爵夫人の手を借りながら上半身を起こした、寝間着姿のダイアナを。

　青い目はしっかりと開いていて、侍女を押しのけるように入ってきたリアムを驚いたように見つめている。

　少なくとも意識はある。身体を起こすこともできる。

　命に関わる怪我を負っている様子はない……その事実にリアムがホッと安堵の息を吐いた直後だった。






「あの……失礼ですが、どなたですか？」






　戸惑うような、咎めるような。

　そんな眼差しと共にぶつけられた彼女の言葉がリアムの耳に飛び込んできたのだった。

















第三章　王子は侯爵令嬢に愛を告げる












　直後、リアムは彼女の口にした言葉の意味を、やっぱりすぐには理解できなかった。

「……えっ……」

　半ば呆然として彼女の顔を見つめる。

　リアムの目が、彼女の額から後頭部を押さえるように巻き付いている真っ白な包帯の存在を捉える。

　そこに包帯が巻かれているということは、少なからず頭を打って傷を負っているということで。

「まさか……」

　酷く間の抜けた呆然とした声が口から滑り出たが、それが自分のものと認識できないまま目を見開いた。

「じょ、冗談だろう？　ダイアナ、からかうのはやめてくれ」

　縋るように彼女を見つめながら、一歩二歩と歩み寄ったが、ダイアナは怯えたように近くにいるウィリアムの背に隠れようとする。

　そんな姿に衝撃を受けた。

　いつも彼女はまっすぐにリアムを見つめていた。

　たとえこちらが目を反らしてしまっても、そっぽを向いてしまっても……彼女自身はいつだって真摯な瞳を向けてくれていたのだ。

　それなのに。

　足元から力が抜けるようだった。

　実際自分の身体を支えていられずに、その場に崩れ落ちるように膝を突くリアムを、ダイアナもウィリアムも何も言わずに、どこか冷めた眼差しで見つめている。

　その眼差しに、また胸を貫かれる。

　やはりダイアナがそんな冷たい目を自分に向けたことなど、これまでにただの一度だってなかったから………

　と、その時小さな溜息が彼女の唇からこぼれ落ちた。

「……お兄様。他の皆も、部屋を出ていただけますか？　リアム様と二人だけにしてください」

　びくっとリアムの肩が跳ね上がった。

　知らず俯いていた顔を上げれば、ダイアナの青い瞳とぶつかる。

　先ほどの冷たいものとは違う、やれやれと言わんばかりのどこか呆れを含んでいるように見える表情は、つい先ほどまでのよそよそしいものではなくなっていた。

　それに、今彼女は言った。

「……俺の、名を……知っているのか？」

「当たり前です。幼馴染みであり、婚約者でもある方の名をそう簡単に忘れたりはしません。それこそ、本当に記憶喪失にでもならない限りは」

　ということは先ほどの言葉は嘘だったということだ。

　からかわれたのだと理解はしたが、リアムの心を占めていたのは安堵だった。

　床に跪いたまま、どこか情けない顔で見つめるリアムに、ダイアナはベッドの傍らにある椅子を手で指し示す。

「どうぞお座りになって。私達、少しお話が必要ですよね？」

「……ああ……」

　この状況になればリアムにも嫌でも判る。

　彼女はリアムが記憶喪失ではないと気付いている。

　そうでなければ、記憶喪失を揶揄するような真似は絶対にしない。

　普段からは考えられないほど、のろりとした動作で立ち上がったリアムは、ぎこちない仕草で傍らの椅子に改めて腰を下ろす。

　そして……判決を言い渡される罪人のような気持ちで、視線を手元に落としたまま呟いた。

「……いつから、気付いていた？」

　いつから。自分の記憶喪失が嘘だと気付いていたのだろう。

　少なくともダイアナから、疑っている素振りを感じたことはなかった。

　時々、記憶は戻ったのかと問われることはあったけれど、その問いにばつの悪さを覚えることはあっても、問われることそのものに疑問を抱いたことはなかった。

　彼女の問いは、記憶を失った者に対するごく自然なものだと感じたからだ。

　だが、とそこで首を振る。

「……いや、そんな問いより先に大事なことがある。……身体は大丈夫なのか？　事故に遭ったと聞いた、怪我の具合はどうなんだ」

　とても彼女と目を合わせられる気分ではなかったが、彼女の頭に巻かれた真っ白な包帯は無視することはできない。

　ぎこちなく視線を上げ、心配そうに見つめるリアムにダイアナは一瞬目を丸くすると、ふわっと微笑んだ。

　どこか困ったように、そして身を案じるリアムの言葉に嬉しそうに。

「大丈夫です。事故といっても少し馬車が接触した程度なので……座席から投げ出されて、手すりに頭をぶつけたせいで気を失ってしまいましたが、すぐに目は覚ましました。今は頭痛やめまい、吐き気もありません。こぶができてちょっと痛いですけれど」

「頭の傷は軽視しては駄目だ。ちゃんと横になった方が良い。俺に気を遣わなくて良いから」

「そうですか？　ではお言葉に甘えさせていただきますね」

　もぞもぞと彼女が身じろぎをする。そのまま身を横たえようとするけれど、動いた時に少し頭が痛んだのだろう。

　眉を顰める彼女の様子に慌てて立ち上がると手を貸し、華奢な身体を支えるように寝台に横たえてやった。

　どこかおっかなびっくりとダイアナに触れるリアムの腕に手を掛けたまま、彼女は目を細める。

　そして、口を開いた。

「最初から気付いていました」

　何のことだと問うまでもない。リアムの芝居は最初からバレていたと言うことだ。

「……そうか」

　傍らの椅子をより寝台に近づけ、改めて腰を下ろす。

　そうしながらもリアムの片手はダイアナの片手を握って離さない。

「……どうして、気付いていないふりをしていたんだ？」

「リアム様があんな嘘をつくのですもの。何か理由があるのかと思いました。最初は全部忘れたことにして円満な婚約破棄を狙っていらっしゃるのかと思いましたが……」

「そんなわけはない……！」

　咄嗟に大きな声が出そうになるが、寸前で抑える。

　彼女の頭に響かぬように。

　低く抑えたリアムの否定の声に、彼女はまた目を細めて笑った。

「そうじゃないってこともすぐに判りました。それまでの私たちは決して良好とは言いがたい関係でしたから……リアム様なりに、それでは駄目だと考えてくださったんですよね？」

　どんな理由であれ嘘は嘘だ。

　リアムが意図的に彼女を騙そうとしたことは間違いない。

　なのにその行為に一定の理解を示してくれる彼女は、その姿だけではなく存在そのものがまるで女神のようだ。

　唇を噛みしめた。嬉しかった、彼女はちゃんと判っていてくれると。

　けれど同じくらい申し訳なかった。

　ここで単純に喜んでいられるほど、リアムも馬鹿ではない。

　先ほどの「あなたは誰か」とリアムの肝を冷やすようなダイアナの言動は、今の彼女の理解を示す言葉と矛盾している。

　言うなれば、リアムの嘘の理由は頭では判る。

　だが感情は別、と言ったところだろうか。

「……嘘を吐いていたこと……怒っているか？」

　恐る恐る尋ねた。自分が彼女を怒らせたであろう自覚はある。

「そうですね。でも怒っていると言うよりは、悲しいという気持ちの方が強かったです。あなたがあんなお芝居をしてまで私たちの関係改善を図ろうとしてくれたことにはホッとしましたけれど……そのやり方は、あんまりじゃないかしらって」

　続けて彼女は言う。

「あなたが落馬事故に遭ったと聞いたあの時、私は本当に心配したんです。多分、今日あなたが私を心配してくれたのと同じくらいに」

　自分が事故に遭ったと聞いて慌てて城に駆けつけてきた時のダイアナも、普段の隙のない彼女とは違っていて、いかにも取るものも取り敢えずに慌てて駆けつけてきたという様子だった。

　髪は乱れ、ドレスも部屋着のままで、白い肌にうっすらと汗を滲ませた青ざめた顔でリアムの部屋に飛び込んできて……その言葉通り心配してくれたのだ。

　日頃から完璧な淑女であろうとする彼女が懸命に被っていた仮面をうち捨てて、必死に駆けつけてきてくれるくらいリアムの身を案じてくれていた。

　それなのに、そんな彼女に自分は第一声でなんと言った？

『あなたは誰だろうか』

　と、そう言ったのだ。

「……っ……俺は……なんてことを……」

　同じ経験をしたからこそ判る。その言葉は確実に相手の心を傷つける。

　それこそ、彼女に幾度も繰り返していたひどい言動以上に、だ。

　そんなことにも思い至らず、彼女を忘れたフリをして……自分一人、過去をリセットしたつもりで暢気に振る舞っていたのだ。その方が自分に都合が良かったから。

　馬鹿だった。

　今、やっと心からそう思った。

　人の気持ちも考えず、自分の失態を誤魔化すことばかり考えて、自分を心配してくれた彼女の気持ちを踏みにじった。

　しかもそれを指摘されるまで自分は気づきもしなかったのだ、とようやく思い至った時、リアムは初めて自分の愚かさを本当の意味で理解した気がした。

「……ごめん」

　声が震えた。

　じわっとこみ上げてくる熱いものを懸命に堪えようとするけれど、どうしても目が熱くなって止められない。

「……すまなかった。君の気持ちも考えず……浅はかな真似をした……本当に……申し訳ない」

　謝罪の言葉は自然とこぼれ落ちる。王族は容易く詫びてはならない、なんてそんな理屈は今のリアムの頭には存在しない。

「……君が怒るのも当然のことだ……本当に、すまない……」

　己の指で目頭を押さえる。

　指先を濡らすものを彼女に見られたくなくて、深く俯いた。

　繋いでいる方の手をダイアナがそっと握り返したのはその時だ。

「リアム様。私が傷ついたのはそれだけではありません。それ以上に私が悲しかったのは、あなたが私たちの過去をなかったことにしようとしたことです」

「過去……？」

「はい。あなたは婚約してから今まで、上手くいかなかった過去をなかったことにして、やり直したかったのかもしれませんが……私たちの過去って、それだけじゃないですよね？」

　言葉が詰まる。

　知らぬうち息を止めてしまっていたようで、上手く呼吸ができない。

「あなたにとって、私たちの幼い頃の思い出って、そんなに簡単になかったことにできるものですか？　共に過ごして、笑い合った日々も、すれ違って喧嘩をして……それでも仲直りした日々も捨てられるものだったのでしょうか」

　そんなことはない。

　そんなことがあるはずがない。

　それらの幼い頃の思い出があってこそ、今のダイアナへの想いに繋がっている。

　だけど……ああ、やっぱり自分は愚かだと思った。

　目先のことに囚われて、自分を取り繕うことばかり考えて、大事なことを忘れていた。

「ガゼボでのことは、本当に嫌だったからではありません。むしろ嬉しかった。少しだけ憧れてもいたのです、あなたとのキスはどんな感じかしらって。……でも……私は待っていたんです」

　そう、ダイアナはずっと待っていた。

「あなたが本当のことを話してくれることを。……でもあの時、あなたはそんな素振りもなく、この先も本当のことを言うことなく、ただ私たちの関係を偽ったまま進めようとした。私はそれが悲しかったんです」

　あの時の彼女の涙の理由がようやく判った気がした。

　改めて考えてみれば、確かに酷い。

　本当に自分は酷いことしか彼女にしていない。

　もう二度と失敗しないと誓ったはずなのに、結局リアムは失敗ばかりしている。

「私の事故は偶然です。多分、リアム様の落馬事故と同じように。でも……もしかしたら私の気持ちを判っていただけるかも、ってちょっとだけ意地悪をしてしまいました。ごめんなさい」

　リアムは先ほど以上に頭を下げて詫びるより他にない。

「すまない……本当に、俺が悪かった」

　椅子を蹴るように立ち上がり、直に床に手を突くとそのまま頭を下げる。

　いわゆる土下座だが、もちろん王子がするようなことではない。

　だが他にリアムは自分の謝罪の気持ちを言葉以外で表現する手段を知らなかった。

「やめてください、リアム様！　……っ！」

　咄嗟にダイアナが身を起こし、止めようとするが、頭が痛んだのだろう。

　顔を顰めて額を押さえる彼女にハッと頭を上げたリアムが立ち上がり、手を伸ばす。

　多分自分は今にも泣き出しそうな顔をしていたらしい。

「……大丈夫です、本当に。ちょっと痛んだだけで……でも、ふふっ。捕まえました。もうあんな真似はしないでくださいね」

　するりとダイアナの両腕がリアムの肩に回って抱きしめてくる。優しい彼女の抱擁に、リアムはそのままダイアナの身体を抱きしめて、その肩口に顔を埋めていた。

「ごめん……ごめん、ごめんなさい…………本当に、ごめ……」

　声が上ずる。情けなくも再び視界が歪むのを止められない。

　今まで素直になれずに彼女に辛く当たるばかりだった自分を情けなく思っていたけれど、今が間違いなく人生で一番情けない。

　結局、自分が子どもで幼稚すぎたのだ。

　これまでの失態をなかったことにできたら、なんて自分に都合の良いことばかり考えていた。その「なかったこと」にされることの中に、大切な思い出も含まれるなんて考えもしないで。

「ごめん……ごめん、すまない、ダイアナ……ごめん……」

　声に僅かに嗚咽が混じる。泣きたいのは彼女の方だろうに、本当に自分はどこまで情けないのだろう。

　少しの間、ダイアナはリアムの背を支えるように腕を回していた。

　けれどやがて、仕方ないなと言わんばかりにリアムの背を擦ると彼の頬に顔を寄せる。

「泣かないでください、リアム様」

　頬に柔らかな何かが触れた。それが彼女の唇であることを理解すると、また新たな涙が零れて、頬に触れる彼女の唇を濡らす。

「私は、嘘の全てが悪いとは思っていません。時には必要な嘘もあるし、優しい嘘もあるでしょう。……でも、もうあんな嘘はやめてくださいね」

　無言で肯いた。繰り返し、何度も。

「私に許して欲しいですか？」

　その問いにも肯いた。自分から許してくれと乞える資格はない。だがそれでも彼女が許してくれるなら、許してほしい。

　リアムの背を抱きながら、ふふっとダイアナは笑うと囁いた。少しだけ意地悪そうに。

「なら、私と約束してください。今シーズン、私はずっとここで大人しく療養するつもりなので、毎日会いに来てください。シーズンが終わる最終日までずっと、一日も欠かさず」

　シーズン終わりまで、あと二ヶ月あまりだ。

　ちょうどダイアナに嘘をついてきた期間と同じくらいの日数である。

　リアムも、兄ほどではないが成人した王子という立場上公務があり、自由な時間はそう多くあるわけではない。

　時には朝から晩まで、食事をする暇さえないという日もある。

　二ヶ月以上もの間、一日も欠かさず会いに来いというのはそれ相応に無茶な要求だ。

　だがリアムは躊躇いなく肯いた。

「約束する」

「本当に？　一日でも破ったら、二度と許しませんけれど、それでも？　王子としてやるべきことをなさった上で、ですよ？」

「判っている。約束する……たとえ一分でも一秒でも、顔を合わせるだけになってしまっても……必ず君に会いにくる」

　必ず、と約束するリアムは力強く肯くと、もう一度ダイアナの身を抱きしめたのだった。









「二ヶ月以上もの間、毎日欠かさず会いに来い、だなんて我ながら無茶な要求ですよね」

　だが、無茶を承知でそれでも求めたのは、リアムがどこまで本気なのかを知りたかったからだ。

　呟いたダイアナの言葉に答えたのはウィリアムだった。

「いいんじゃないのか？　むしろその程度で許してやるなら優しすぎるくらいだ。私ならお前に辛く当たってきたのと同じ年月を通ってこいと言っていただろうな」

「お兄様ったら……これから何年もかけていては、いつ結婚できるようになるか判らないではありませんか。妹を行き遅れにするおつもり？」

「なんだ、結局リアムと結婚する気でいるのか？」

「二ヶ月通うという約束を守ってくださった上で、リアム様が望んでくださるなら。……心配させてごめんなさい、お兄様。私、リアム様から離れられないみたい。どこか危なっかしくて。それに……やっぱり好きなんです」

　誰の目から見ても、リアムはまだまだ未熟だ。

　身体は一人前の青年に成長したものの、その心はまだ少年の面影を色濃く残している。

　だが、未熟さがそのままマイナスになるというわけではない。これから成長する伸びしろがあると言い換えることもできる。

　ダイアナ自身完成された人間ではないのだから、二人で一緒に大人になっていければ良いと思うし、目を離すと斜め上を行きそうになる彼のことを放っておけないと思う。

　冷たい彼の表情の下に、昔と変わらない笑顔が今も存在すると知ってしまってからはなおさらに。

　己の行いを悔いて涙したその心を信じたい。

「詫びる必要などないさ。正直、お前ならもっと良い相手がいると思うが、お前が良いなら、それでいい」

　だけど、自分に会いに来る時間を作るために、リアムはこれまで以上に効率的に公務をこなさなくてはならないだろうし、自由な時間もなくなるだろう。

　時には睡眠時間を削ってでも時間をこじ空けなくてはならないだろうし、それは彼の護衛を務める者にも相当な負担を掛けるに違いない。

　だが、リアムは約束通り一日も欠かさずダイアナの許へ通ってきた。

　そのたびに彼は毎日花を携えていた。

　それは立派な花束の時もあれば、急ぎ庭園で摘んできたのだろうと思われる、一輪だけの時もある。

　時間帯もまちまちで、一時間ほど話ができる時もあれば、本当に一瞬だけ顔を見せてからすぐに立ち去ることもあった。

　けれど、雨の日も、風の日も、彼はその約束を守った。

　もう二度とダイアナを失望させたくない、自身の行いを改めたいという気持ちが感じられるほどの熱心さで。

　その二ヶ月の間で、一度だけ、リアムはローレック侯爵邸に宿泊した。

　もちろんいかがわしいことがあったわけではない。

　その日は真夏の嵐の時期で、早朝から荒れ始めた雨と風が夜になっても治まるどころか激しさを増し、雷を伴って大地を叩くような天候だった。

　さすがにこんな日はリアムの訪問も無理だろうとダイアナは大目に見るつもりでいたが、リアムはつま先から頭のてっぺんまでずぶ濡れになりながらも侯爵邸にやってきたのだ。

「いくらなんでもこんな日に出歩くなんて……！　事故に遭ったり、雷に打たれたりしたらどうなさるおつもりだったのです！」

　自分で来いと言ったことだけれど、リアムの身を危険にさらしてまで要求するつもりはない。それは彼だって判っているだろうに、慌ててタオルを広げて濡れた彼の髪や身体を拭うダイアナに、リアムは笑った。

「俺が、君に会いたかったんだ」

「……」

　その一言に頬が熱くなった。

　彼には本当に酷い嘘を吐かれたと思っている。

　それこそ破談の理由にしても良いくらいの嘘だ。

　でも……思えばその嘘がなければ、未だに自分たちはギクシャクしていたかもしれないし、あんな関係が続けば本当に心が離れていたかもしれない。

　リアムの嘘のおかげで、彼の気持ちを知ることができた一面も確かにある。

「ただ、花は持ってこられなかった。それにエントランスを水浸しにしてしまってすまない。今夜はこれで失礼するよ」

　未だ治まらない、むしろまだまだ激しくなる暴風雨の中へ再び出ていこうとするリアムを止めたのはダイアナだ。

「お待ちください。このような嵐の中、お帰しできるわけがないでしょう？　それこそ万が一のことがあってはどうなさいます。殿下の護衛や馬だって可哀想です。お湯と着替え、部屋を用意させますから今夜はお泊まりください」

「いや、でも……」

「父や母、兄も同じことを言います。私だって心配です、ですからどうか」

　少しばかりリアムは遠慮して渋ったが、結局は折れた。

　もし帰り道に本当に事故にでも遭えば、今度こそダイアナの心に消えない傷をつけることになると考えたのかもしれないし、自分の身にもしものことがあれば侯爵家にも影響を及ぼすと考えたのかもしれない。

　それに、ただでさえ負担を掛けている護衛や、昼夜問わず引っ張り出される馬のこともきっと考えたのだろう。

「……それじゃあ、お言葉に甘えて……世話を掛けるが、供や馬のことも頼めるだろうか」

「はい、もちろんです。リアム様もお風邪を召さないように、しっかり温まってください」

　湯を使い、用意された寝間着に着替えたリアムの客室に、こっそりとダイアナが足を向けたのはもう深夜に近い時間だ。

　いくら婚約者とはいえこんな時間に、それもお互いに寝間着という無防備な姿で、さらには異性の寝室へ行くなど、何をされても文句は言えない。

　さすがにリアムも驚いたようだし、困惑した様子だったが、少し話がしたいと告げるとぎこちない仕草ながらも受け入れてくれた。

「お兄様達には内緒にしてくださいね。怒られてしまいますから」

「言えないよ。俺の方が締め上げられる」

　確かに兄ならば本当にそうしそうだ。

　リアムの行いに誰よりも怒っていたのは兄だから。

　でもそのウィリアムも今は二人の成り行きを静かに見守ってくれている。

　雨と風の音が響く夜、淡いランプの明かりを頼りに二人向き合って過ごす時間はこれまでとほんの少し雰囲気が違っていて、お互いを素直にさせた。

「リアム様はどうして、私を避けていらっしゃったのですか？」

　それはこれまで訊こうとして、でもなんとなく避けていた話題だ。

　思春期をこじらせていると兄は言っていたが、本当に理由はそれだけなのかずっと気になっていたのだ。

　ダイアナの問いにリアムは少しばかり気まずそうに口ごもりながらも、もはや隠しても仕方ないとその口を開く。

「俺が子どもだったんだ。……その、日に日に君が綺麗になって……完璧な淑女っぷりに気圧されたというか、置いて行かれるような気がして……あとは……」

「あとは？」

　ここでなぜかリアムは赤くなる。薄明かりの中でも、彼の頬が深く染まったのが判る。

　二度三度口ごもって、視線を泳がせながらも彼は答えた。

「……君が、好きで。…………好きすぎて、どう接していいのか……判らなかった」

「……っ」

　その可能性を考えてはいたけれど、実際に本人に告げられると衝撃が違う。

　ダイアナまで頬と言わず首筋と言わず、全身が染まって熱を持つ感覚に、鼓動が跳ね上がる。ドキドキと脈打つ胸を宥めるように押さえながら、再び問いを重ねた。

「……今も、私を好きでいてくださいますか？」

「好きだ」

　答えは間髪入れずに返った。

　まるで考えるよりも先に言葉が出た、と言わんばかりに。

　リアムの言動には色々と傷つけられてきたけれど、その一言で胸に刻まれた傷が癒やされていくような気がするダイアナは、ひょっとしたら自分で思うよりずっと単純な女なのかもしれない。

　でも、リアムのその短い、嘘偽りないと判る言葉が嬉しかった。

　その夜、彼はダイアナに「君はどうなのか」という彼女の気持ちを問う言葉は口にしなかった。

　ただ、彼女は笑った。

　頬を染め、心から嬉しそうに、花が開くような笑顔で。

　その後も毎日、リアムはどんなに忙しくても時間が取れなくても約束を守り続ける。

　いつしかローレック侯爵邸に足繁く通うリアムの姿は社交界中の噂になって、熱心な王子の様子にもはや横入しようとする者もいなくなっていた。

　そして約束の最終日。

　この日、嵐の日の例外を除いては必ず携えていた花を、彼は手にしていなかった。

「今日は、少し時間を貰っても良いか？」

　もちろんと肯いて通した応接室で、彼が花の代わりにダイアナに差し出したのは、天鵞絨のリングケースに収められたトルマリンの指輪だ。

　自分の瞳と同じ色の宝石の指輪を女性に贈る行為が意味することは求婚である。

　リアムとダイアナは既に婚約していて、その婚約が成立した際にリアムの瞳の色を模したエメラルドの指輪を貰っている。

　けれどどうやら彼は十二の頃、人に言われるままに贈った指輪だけでなく、今改めて自分の意思で選んだものを用意してくれたようだった。

　それは指輪だけに限らず、そこに込められた気持ちも。

　その指輪を差し出しながら、リアムは酷く緊張した表情で告げてきた。

「今度こそ、二度と同じ過ちを繰り返さない。君を泣かせるようなことはしないと約束する。常に君に相応しい男となれるよう、努力を続ける。……だから、俺と結婚してほしい。…………ずっと、君が好きだ」

　婚約はしても、リアム自身の口から求婚されたのはこれが初めてだった。

　すぐには指輪を受け取らず、口を閉ざしたままじっと指輪と彼とを見つめるダイアナの反応に、リアムの表情は緊張で強ばったままだ。

「……私、あのままあなたが記憶を失ったフリを続けたり、約束を破ったりするようだったら、お断りしようと思っていました」

　リングケースを掲げる彼の手が僅かに震えた。

　その彼の手ごと両手で包み込み、ダイアナは笑った。心なしか涙が滲む……それは朝露をたたえ、太陽の光を優しく弾くような、心洗われる笑顔だった。

「でも、今思えば私も悪かったんです。もっと早くに本心を打ち明けて、もう少し優しくしてほしいとお願いするべきでした」

　だからおあいこですね、と笑う。

　その言葉通り、ダイアナも考えたのだ。どうしてリアムがあんな態度を取ってしまったのか、こんな嘘を吐いてしまったのか。

　幼馴染みで婚約者だったのに、本当なら一番に彼の話を聞く立場にいたのに、傷つくばかりでそうはしなかった。自分が被害者だとずっと思っていたから。

　でも、もっと早くに腹を割って話せば良かったのだ。

　リアムはダイアナとの会話自体を拒否していたわけではない。しっかり気持ちを伝えて話せばきっと今回のようにこじれることはなかったと断言できる。

「だから、これからはきちんと話をしましょう。私もあなたが好きです。小さな頃からずっと」

　直後、ダイアナは自分の身に何が起こったのか判らずに目を白黒させてしまった。

　急に大きな何かに包み込まれて身動きが取れなくなってしまう。

　彼の腕に深く抱きしめられていると理解したのは、その数秒後のことだ。

「好きだ、ダイアナ。本当に好きだ。愛している」

　掻き抱くように抱きしめられた耳元で、熱いリアムの声が囁く。

　ぱあっと自身の肌が染まるのを自覚しながら、ダイアナは小さく声を上げて笑うと、同じように彼の身体を抱き返した。

　唇が重なったのはその時だ。

　初めてのキスの時と同じように、触れるだけのどこかぎこちない口付けだが、しっとりと重なる温もりから与えられる幸福感はあの時以上に深い。

　悲しくない、辛くない。ただ温かな気持ちが広がっていく感覚に酔いしれた。

　ぎこちない恋人同士の口付けは一度だけでは収まらず、二度、三度と角度を変え、離れては重なる口付けは次第に触れ合う面積を増やし、やがてその深さも増していく。

　僅かに開いた唇の隙間へと忍び込んだ彼の熱は、そこからダイアナの全てを味わうように触れ合って、そして吐息を奪っていくのだった。









　その後、第二王子の記憶喪失騒動については、対外的には無事に記憶を取り戻し回復したという話で収めている。

　記憶が戻って以降リアムはこれまでと遜色なく、むしろより一層王子として責任ある立場に力を注ぐようになったから、概ね周囲の安堵を得たようだ。

　では、不仲と噂されていたローレック侯爵令嬢との関係はどうなったのかというと、こちらは以前と同じとはならなかった。

　悪い方向ではなく、良い方向に変わったのだ。

　リアムは探りを入れてくる人々に、笑ってこう伝えたそうだ。

「俺が怪我をした時も、記憶を失っている間も、ダイアナはそばで支えてくれた。彼女には心から感謝しているし、大切にせねばと心に誓っている」

　続けて、

「本当に彼女は素晴らしい女性だ。心優しく、慈悲深いだけでなく、その懐の広さは大いなる海原のようだ。彼女の前では俺の存在など矮小でちっぽけなもののように感じる。愚かなことを繰り返す俺を許し、それどころか案じて寄り添い、変わらず心を捧げてくれる女神のような女性だ。そうは思わないか!?」

　鼻息荒くべた褒めののろけを語られて、話を振った者は心から後悔したそうだ。

　何しろその後もリアムの婚約者に対する賛辞とのろけは延々と続き、まさか王子の言葉を遮ることもできずに話に付き合わされるしかなかったのだから。

　探りを入れた者は「な、仲がよろしいようで何よりです」と苦し紛れの台詞を残し、途中でそそくさと退散しようとしたらしい。

　が、リアムは逃さなかったと言う。

「まあ待て、まだ話は終わっていない。最後まで聞いてくれ、ダイアナは本当に」

　一体その人物はどれほどの時間を浪費することになったのだろう。

　のちに、ハリソンとウィリアム、そしてリアムとダイアナの四人でお茶会のテーブルを囲んだ時、兄二人にはしげしげと呟かれたものだ。

「あれほど思春期をこじらせていたというのに……」

　そんな弟の変わりようにハリソンは半ば呆れ顔だし、ウィリアムも同様だ。

　しかし当の本人達は幸せそうなのだからどうしようもない。

「そういえばリアム様。ブラッドリー伯爵のお話、お聞きになりました？」

　微妙な表情の兄達をそっちのけでダイアナが問えば、リアムは何とも言えない表情で肯いた。

「ああ、聞いた。伯爵夫人が離縁の申し立てをしたそうだな。ブラッドリー伯爵は抵抗しているようだが、おそらくこれまでの彼の行いを鑑みて、夫人の申し立ては認められるだろう」

　そう、記憶喪失になってすっかり人が変わり、妻を溺愛するようになったブラッドリー伯爵だが、彼が辿り着いた結末は決してハッピーエンドではなかったのだ。

「無理もありません。いくら伯爵が変わったとしても、過去のことを悔いて改めたわけではありませんもの。記憶が戻ればまた同じことになるでしょうし、伯爵夫人の心が離れていたのであれば、少しでも自分の意見が通りやすい今のうちにと考えるのは当然ですわ」

　ダイアナの言葉はリアムの胸を深く刺したのだろう。彼の顔に苦いものが浮かぶ。

　一歩間違えていれば、彼自身も別れを告げられていたかもしれないのだ。

「……ダイアナ、本当に……」

「謝罪のお言葉はもう充分いただきました。ですから今はこれから先の事を考えましょう？　私たちはそれぞれに未熟なので、また間違った選択をするかもしれませんが……だからこそ互いに過ちを指摘し、支え合える関係になりたいと思います」

「ああ、そうだな。本当にそうだと思う。さしあたってダイアナ、今君に言いたいことがある」

「あら、なんでしょう？」

　小首を傾げて問えば、間髪入れずにリアムの言葉が返ってきた。

「好きだ」

　和解してから幾度も告げられた言葉だ。もう既に聞き慣れたと言っても良いのに、ダイアナの胸は高鳴り、頬は熱くなる。

「私も大好きです」

　言葉を惜しまないと決めたのはダイアナも同じ。

　頬を染めながら、にこにこと伝える彼女の言葉にリアムも笑う、赤く染まった顔で。

「……あいつら、絶対私たちの存在を忘れているだろう」

　苦々しい声で呟く兄達の視線などお構いなしに身を寄せ合う二人は、実に幸せそうに笑った。

　そしてその翌年。

　なんやかんやと周りを騒がせた二人は、無事に婚礼の日を迎えたのである。









　第二王子リアムと、ローレック侯爵令嬢ダイアナの挙式は国教会で華々しく行われた。

　それは幸せな恋人同士の婚礼だったと、参列した人々は口々に笑い合った。

　そして誓いを交わしたその夜、二人は王宮の第二王子の宮に用意された夫婦の寝室で、共に時を過ごしている。

　もちろんただ会話をして寄り添うだけではない。

　名実ともに夫婦となる、初夜だ。

　出会ってから今まで、ここに辿り着くまでなんと長い日々だっただろう。

「待ちに待っていたのに……実際にこうなると、なんだか不思議な気分になるな」

「そうですね。私も同じ気持ちです」

　向き合って座った寝台の上、緊張で互いに身を強ばらせながらも、気恥ずかしそうに二人共に笑う。

　少しだけ冷たく冷えた彼女の両手を取り、リアムは心からの想いを込めて告げた。

「あんな酷い過ちを犯したにもかかわらず、俺を受け入れてくれてありがとう。生涯をかけて、君を大切にすると、改めて約束する」

「はい。私もお約束します。どうか末永くおそばに置いてください」

「それで、ええと……いいだろうか」

「……はい、あの……どうぞ……」

　何ともぎこちない様子でダイアナが肯けば、やはりぎこちなく、けれど力強く彼に抱きしめられる。

　薄いナイトドレスの生地越しに、彼の手の震えが伝わってくる。耳元に深く吐き出された彼の呼気が感じられて、たったそれだけでぶるりとダイアナの身が震えた。

「俺がどれだけ君にこうして触れたかったか、知らないだろう？」

「それは……あっ……」

　思わず小さな声が零れたのは、リアムの両手に脇腹や背を探られたからだ。

　頼りない生地では彼のその行為を止めることはできず、何とも言えずぶるっと身震いするような、身体の芯がざわつくような初めての感覚にダイアナはどう反応すれば良いのか判らない。

　そんな彼女の身体の線を辿るようにリアムは両手を動かし続ける。

　ダイアナの全てを暴こうとするその手つきはたどたどしいのに、まるで飢えた獣のようにも感じられた。

「ダイアナ……好きだ。ずっと好きだ……愛している」

　愛の言葉はどこか切実だ。

　その言葉を疑ってなどいないのに、どうか信じてくれと言わんばかりに訴える彼に肯いて答えようとしても、唇を塞がれて何も言えなくなる。

「ん……ふ……」

　口付けが深い。

　初めての時はただ触れ合わせるだけだったキスも、幾度となく繰り返す内に深い口付けの仕方も覚えた。

　リアムに唇を舐められると、反射的に応じるように口を開き、そこから差し入れられる舌に自ら己のそれを擦りつけてしまう。

「ん、ん、んっ……」

　鼻から抜けるようなくぐもった甘い声が漏れる。身体に触れられて、唇を塞がれて……抱き合えば互いの身体がどれほど興奮しているかはすぐに伝わってくる。

「ん、あっ、リアム様、だめ……」

　口付けの合間、胸元へと回った彼の手に膨らみを包み込まれた。

　ダイアナの身体の中でも、特に女という性を感じさせるその場所をリアムはすぐに気に入ったらしい。

　やわやわとパン生地を捏こねるように揉みしだく彼の指先が、すぐにその頂きの小さな蕾を探り当てる。

　指先で重点的にその小さな凝りを扱しごかれると、どうしようもなく切なげな声が漏れた。

「あ、ん……んっ」

　ナイトドレスの生地の下で胸の先が張り詰める。ピンと立ち上がったその場所が柔らかな生地にこすれて、痛いようなむずがゆいような不思議な感覚を与えてくる。

　どうにもじっとしていられずにもじもじと腰をひねると、両脚の間でぬるっと滑る感覚にダイアナは羞恥に身を染めた。

　それが何を意味するか、彼女は知っていたからだ。

「……直接、触って良いか？」

「は、はい……」

　律儀に伺いを立てるリアムに肯いて返せば、胸元に揺れているリボンをするりと解かれた。新婚初夜に身に纏うナイトドレスはあまりにも薄く、そして頼りない。

「っ……」

　するりと肌の上を柔らかな生地が滑り落ちる。

　露わになった肌の上に、熱い吐息が落ちた。

「……綺麗だ、ダイアナ。想像していたより、ずっと」

　一体何を想像していたのだと尋ねたい。でも返る言葉はきっと耳を塞ぎたくなるほど卑猥なものだと想像が付くから、ぎゅっと唇を噛みしめる。

　そのダイアナの首筋に口付けながら、リアムは彼女の素肌の胸に改めて両手を添えると、ゆっくり下から持ち上げるように乳房を揉んだ。

　じんわりと何とも言えない快感に包まれてダイアナは僅かに背を反らす。

　自分で触れても、侍女に触れられても、特にどうと思ったことはない。

　なのにリアムに触れられるだけで、肌という肌が粟立ち、全身が神経になったように一つ一つの動きに敏感に反応してしまう。

　彼の少し固くなった手の感触も、自分より高めの体温も何もかもが心地よかった。

「あ、あ、ん……」

　声が漏れてしまうことも、びくびくと反応してしまうことも恥ずかしくて堪らないのに、もっと触れて欲しいと思う。

　肌を味わうように滑る熱い舌の感触は格別で、首筋から徐々に胸元に下りてきた彼の唇が、尖った胸の先端に絡みついてくると、驚くほど強い刺激に思わず悲鳴のような声が漏れた。

「きゃ、あっ……!!」

　胸から腰に掛けて、何か鋭いもので貫かれたような衝撃が走った。

　思わずその刺激から逃れるように身を引こうとしても、がっちりとリアムの腕に囚われて逃げられない。

　それどころか彼はより大胆に胸に吸い付き、夢中で舌を這わせる。

　まるでその場所から何か味でもするかのように、舐め、吸い、そして舌の先で擽くすぐられるのだから堪らない。

「ん、っ……！」

　気がつくとダイアナは身をよじるようにして寝台に横たわっていた。

　その上をのし掛かるようにリアムが覆い被さり、飽きずに胸を吸い、もう片方の乳房を握り締める。

　時折柔らかな舌に代わって固い歯が当たる。コリコリと甘噛みされると、よりいっそうダイアナの胸は張り詰めて、両脚の間が潤いを増していくのが判った。

「……すごい。こんなに膨らんで、硬くなるんだな」

　真っ赤に充血して張り詰めたダイアナの乳首を見て、リアムは笑った、どこか官能的に、淫らな低い声で。

　抗議しようとその顔を隠すように手を伸ばせば、彼の唇に触れた指先を囓かじられて、舌で舐めとられてしまう。

　指の股まで味わうように這わされた舌が与える快感は、的確にダイアナの性感を刺激して、ぞくぞくと駆け上がる愉悦に息が上がる。

　リアムがゆっくりと身を起こし、己の身に纏う寝間着を脱ぎ捨てた。

　長い付き合いでもそこまで無防備な姿を目にするのは今夜が初めてだ。

　生地の下から現れる、若く鍛えられた青年の肉体は女性とは違う造形美を誇って、ダイアナの目に映る。

　うっすらと汗ばんだ彼の肌を辿ると、自然と露わになったその下肢が見えて、直後そっと目を逸らした。

　あまりはっきりと見えたわけではないが、彼のその部分が雄々しく立ち上がっているのは判った。少し前からダイアナの腿に当たっていたのはきっとそれだろう。

「……触るぞ」

　何かを堪えるような、低いリアムの声が聞こえる。

　どこに触るつもりでいるのか薄々と理解しながら、じっと身を固くしていると、片脚を持ち上げられ……そして、先ほどからひっきりなしに潤うその場所へと指を這わされた。

　どこか緊張した面持ちだったリアムの口元が、ほっと綻ぶ。

　今から彼を迎え入れようとしている場所が柔らかく解け、しとどに濡れて準備を進めている様に安堵したらしい。

　そのまま、リアムの指はダイアナの入り口を探す。襞をかき分け、花芽を擽り、丁寧に、繊細な場所を傷つけないように。

「ああ、ここか」

　やがて見つけた、と言わんばかりに止まった指先が、ぐっと沈んできた。

「あ、あ……っ」

「すごいな。どんどん沈む……全部柔らかいのかと思っていたけど、内側のここはざらざらしているんだな。気持ちいいのか？　ひくついているのが判る」

「い、言わないでいいですから……！」

　先ほどから、痛いくらいに胎内が痙攣けいれんするように蠕動ぜんどうしているのは自分でも判っていた。ダイアナの中は潜り込んだリアムの指にしゃぶりつくように絡みついて、波打ちながら締め付ける。

　腹の方の肉厚な膣壁を強く擦られると、じわっと痺れるような快感が広がって、どんどん膨らんでいく感覚に奥歯を噛みしめた。

　リアムがダイアナの胎内を探る。まるで新しい何かを発見するように。

　爪を立てないように慎重に、けれど容赦なく指の腹で探られ広げられて、ガクガクとダイアナの腰が震え始めた。

「あ、んっ、ん、っ……!!」

　狭い場所を探られるのは少し痛い。でも彼の指に馴染んでいくうちに、どんどん切なさが膨らんでいく。

　堪らず、ぐちゃぐちゃと音を立てながら抜き差ししては手首を返す彼の手に手を掛けると縋り付いた。

　顔と言わず首筋と言わず、胸元まで淡く染めて涙混じりに見つめるダイアナの様子に何を思ったのか、リアムもまた切なそうな溜息を吐くとおもむろに彼女の両脚を割ってその間に身体を落ち着けてくる。

「ダイアナ、愛している……」

　綻んだ入り口に、硬いものが当たる。

　それが何かをいまさら問うことなどしない。

「……私も愛しています」

　両腕を伸ばして彼の肩を抱き寄せた。そのダイアナの背を片手で抱きながら、もう片方の手で己自身を導き、彼女の腰を押さえ、そして。

　ぐうっと胎内に割って入るモノが与える痛みに懸命に声を堪えた。

　それまで感じていた心地よい快楽は冷め、拓かれる苦痛が全身を強ばらせる。

　乙女の身体が懸命に侵入を阻んでいることは、リアムにも伝わっているらしい。

「大丈夫か……」

　低く問う彼に、涙ぐみながらもダイアナは肯いた。

　お互い初めての行為で、不慣れで、どこかぎこちなくてたどたどしい。

　それでも精一杯彼が労って優しくしようとしてくれているのが判るから、耐えられる。

「大丈夫です……続けて」
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　乞われて、リアムはせめて少しでも苦痛を和らげようと、彼女の首筋に、胸元に、そして切なげに揺れる胸の先に舌を這わせた。

　ああ、と小さな吐息のような甘い声がダイアナの唇を割って零れ出たのと、リアムがその身を彼女の中に完全に収めたのはその時だ。

　リアムの手に大分解されていても、まだ固さを残すその場所の反応はぎこちない。

　けれどそれも、リアムがゆっくりと腰を振り始めると次第に痛み以外の感覚で、柔らかく変化していく。

「あっ、あ……は、んっ……！」

　ダイアナが上げるのはあえやかで控えめな声だ。それでもその声には確かな甘さと悦びがある。

　揺さぶられる度、先端に最奥を押し上げられて息が詰まる。

　小さく喘ぐ度、ダイアナの胸元にリアムの汗がしたたり落ちて、彼女の汗と混じって抱き合う互いの肌を濡らした。

「ああ、良い、ダイアナ……おかしくなる……」

　リアムが感じ入っていることは、腰を揺らす速度が上がり、腹の中でどんどん膨らむ彼自身から直に伝わっている。

　みっちりと内側を満たし、揺すり上げる彼の情熱に、ダイアナができるのはただ振り落とされぬようにしがみ付くことだけだ。

　苦しい。

　でもそれだけじゃない。

　何よりはっきり胸の内を満たすのは、愛する人と一つになれたことに対する深い喜びと多幸感だ。

　ああ、人は、こんなに近くで触れ合うことができるのだと初めて知った。

　けれどこんなにぴったり繋がっているのにまだ足りない……もっと一つに溶け合ってしまいたいと思うくらい、欲深いことも初めて知った。

「リアム様……好き、好きです……大好き……」

　子どものように拙つたない口調で愛を伝えると、彼もまた少年の頃のような笑みで答え、そしてひときわ深く突き上げた。

「あっ……！」

　その奥で、熱いものが弾ける。

　広がっていく熱と刺激に、ダイアナは小さく痙攣を繰り返しながら彼の身体を抱きしめて、その全てを受け止める。最後の一滴まで……彼が与える全てのものを一つ残らず呑み込むように。









　グリーンフィールド王国第二王子リアムと、ローレック侯爵令嬢ダイアナは、その後公爵位を賜って臣下に下り、三人の子宝に恵まれて、夫婦共に後のハリソンの御代を献身的に支えたと言われる。

　二人の仲睦まじさは国中に広まり、過去のいざこざなど嘘だったかのように後の世に理想の夫婦の代表として名を上げられるようになるが、今の二人はまだそれを知らない。
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